


明瞭な900－inte柑rOⅥけhを持つMFlゼオライト

（提供：住友化学（株）基礎化学品研究所 鈴木達也）



（1）

《巻頭言≫

Vol．15 No．1（1998）

新しい時代にむかって
千代田化工建設株式会社

常務取締役 中 村 宗 和
（ゼオライト学会副会長）

15年目を迎えるゼオライト学会

本学会は「ゼオライト研究会」として発足して15

年目を迎えます。 その活動は，昨夏の国際会議

ZMPC’97や例年の研究発表会などの各種行事の盛

況ぶりや，充実した本誌の発行にみられるように，

益々活況を呈しています。のみならず．合成および

天然ゼオライトを対象とした触媒，吸着・分離，合

成や構造化学，結晶化学ないし鉱物学など幅広い分

野でのサイエンスおよび利用技術が本学会を軸に展

開されています。また対象物質でいえば，アルミノ

珪酸塩としてのゼオライトだけではなく，層状化合

物や珪素を含まないゼオライト構造体，メソ多孔体，

有機ゼオライトなどへと，大きな広がりを見せてい

ます。このような盛況は，個人会員424人，法人会

員53社という専門領域の学会として．大きな貢献を

してきた結果であると自負してよいでしょう。

富永博夫先生を偲ぶ

ど存じのように，本学会は第7回国際ゼオライト

会議の東京開催の準備のために発足しました。その

設立に最もご早力された，富永博夫先生が昨年暮れ

に逝去されました。私は，先生の急逝の報を知り．

長く先生の指導を受けた者の一人として大きな悲し

みを覚えました。先生は，今からちょうど10年前の

本誌巻頭言1）に次のようなことを書かれています。

「研究・応用の対象をアルミノ珪酸塩ゼオライトだ

けでなく幅を広げゼオライトの豊かな将来を拓こう」，

「天然ゼオライトの科学と産業に一層関心を深めて，

学術交流や産学交流の実を上げよう」，そして「国

際交流を推進してゼオライト技術・科学の世界的進

展に伍したい」と。これらのことはいずれも本学会

が目標として設定し，しかも着実に結実させている

ものであり，今なお有効な参照原典であります。こ

のことからも，本学会が先生の優れた洞察力と先見

性に導かれてきたといっても過言ではないでしょう。

私共は先生の衣鉢を継ぐことを誓うとともに，心か

ら先生のご冥福をお祈り申し上げます。

21世紀へのバラダイム

今，時代は混沌としており．情報過多に陥り易く，

研究でも産業活動でも，ともすれば現実の処方箋に

何が有効か迷うことが多いと思われますが，私は日

頃次のことを心掛けています。それは「ノイズの中

のシグナルを見落とさないこと」であり，NMRな

どのスペクトルを解析する時と同じです。「小さな

細波の中に将来大きなうねりとなる波を見落とさな

いこと」といってもいいかもしれません。

ゼオライトは，これからの環境・エネルギー・資

源問題を解決する重要な素材としてその役割は大き

いといえます。別の機会にも書きましたが2・＄），何事

にも科学的洞察と精緻な解析や確かな論証，そして

大きな夢を抱いて向かっていきたいものです。先頃

来日した英国のトニー・プレア首相が，「政策の出

発点に文化の拠り所がなければ，一時的に新しもの

好きの支持を得ても，根を下ろす力にはならない。」

と言っていました。研究や技術開発も同じではない

でしょうか。本学会の活動のように，ゼオライトと

いう素晴らしい素材を「つくる」，「見つける」ない

し「見る」，「使う」ことを大事にして，出発点に文

化の拠り所を求めていけば，明るい21世紀のバラダ

イムが見えてくるものと信じます。ゼオライト技術

が織り成す21世紀文化が形成されることを期待する

ものであります。

さて，今年度は八嶋建明会長のもとに活発な活動

を展開していくこと辛こなりますが，来る4月からは

学会事務局が移ることになりました。約15年間の，

小野嘉夫先生（東工大）の研究室の多大な労苦に深

く謝意を表するとともに，新しく事務局を引き受け

ていただく丹羽幹先生（鳥取大）のど協力に感謝申

し上げます。今後も本学会が会員のための情報発

信の基地となること，そして会員の皆様のど協力の

もとに本学会の活動が益々発展することを願ってや

みません。

1）富永博夫，ゼオライト，5，1（1988）．

2）中村宗和，PETROTECH，20，793（1997）；同，

日刊工業新聞，1997年8月18日，P．3．

3）中村宗和，触媒，40，4（1998）．
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富永先生 を悼む

東京大学工学部 辰巳 敬
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《追 悼≫

ゼオライト研究会第二代会長を務められました富

永博夫先生は，去る12月14日に急逝されました。11

月10日に東大病院に入院され加療中でありましたが，

12月13日にど容態が急変し，翌日の夕方には天に召

されました。66才でした。

富永先生は，昭和28年東京大学工学部応用化学科

をご卒業後，三菱石油株式会社に入社され．研究部

において石油化学に関する研究に従事されました。

昭和40年，東京大学工学部に助教授として戻られ，

昭和52年から東京大学工学部教授として合成化学科

第3講座を担任されました。平成3年，ど停年によ

り退官された後は埼玉工業大学教授として平成8年

まで活躍され，副学長も務められました。

先生は，エネルギー資源化学，触媒化学，ゼオラ

イト化学，環境化学，といった多岐にわたる分野に

おいて，基礎から応用まで広く深く研究を進めてこ

られました。特に，石油産業の昭和30年代の発展期

には．主に熱分解の基礎技術に関する理論的な解析

を中心に研究を進められました。大学に戻られてか

らもこれに関連した研究を続けられる一方，石油精

製，石油化学の触媒プロセスに関心を持たれ，ゼオ

ライト触媒に関する研究を展開されました。石油シ

ョック以降のエネルギー危機にあたって推進された，

文部省科学研究費によるエネルギー特別研究や重点

領域研究においても先生は重要な役割を果たされま

した。また，多くの学協会の会長などを引き受けら

れ，ゼオライト研究会（現ゼオライト学会），石油学

会，日本化学会，などの学会の発展に寄与されまし

た。通産省など政府関係諸機関の数多くの委員会の

委員長なども勤められ，さらに，平成6年からは，

二期にわたって日本学術会議第5部会員として，我

が国の科学技術政策の策定に冬力されました。

先生は豊富な知識と優れた洞察力を持ち，研究，

教育において，常に強い情熱を持ってことにあたら

れ，学生，部下には新しい分野への挑戦をいつも積

極的に勧められました。その一方で，敬虔なクリス

チャンでもあられた先生は，その教えの通り，周囲

に対して常に深い優しさをもって接して下さいまし

た。先生のお人柄に接した方は同意していただける

かと思いますが，先生は大変誠実で温厚な方であり，

まさに人格者という言葉がふさわしい方でありまし

た。私はたまたま縁あって先生の研究室にお世話に

なり，図らずも17年間直接の指導を受けることがで

きました。ゼオライト触媒の研究をよちよち歩きで

始めた当時，「ゼオライトは合成からやらなければ

だめだよ」というサジェスションを繰り返し頂戴し，

何とかその期待に応えなければと思ったものでした。

先生は42才で心臓の，46才で腰椎の，手術をそれ

ぞれ受けられ，二度にわたって病気を克服されまし

た。ど退官のパーティーで，「これが本当のゴタイ

カン」というスピーチがあった位で，特に後者の際

の5ケ月間の闘病生活はまさに大患というにふさわ

しく，それ以降，先生は以前にもまして，自分の使

命・仕事に対する誠実さを大事にされ，さらには周

朗に対する優しさや細やかな心遣いを示されるよう

になりました。今回，先生は，少し気がかりなので

ちょっと手術してもらうと周囲におっしゃって，軽

い気持ちで入院されたようでありまして，入院が予

定より長引いたため，責任感の強い先生は，自らが

招集し座長を務めるはずであった会議について気に

病まれ，ど指示されていたと聞きます。また，一時

は快方に向かわれ，昨年の内の退院を楽しみにされ

ていたようですが叶わず，誠に痛恨の念に堪えませ

ん。

先生は留学のど経験がないにもかかわらず，素晴

らしく流暢な英語を話され，日本語でのスピーチ
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やど挨拶では，ウィットと教養に富んだお話をいっ

も用意され，感心させられることばかりでありまし

た。時にはこちらの教養が追いっかず，後で種明か

しをお願いすることもありました。昨年真のZMPC

’97のバンケットのスピーチでは，SymPOSiumの

語源は酒を酌み交わしながら話すことだとおっしゃ

ったのが今も耳に残っています。先生はお若い頃は

お洒に対しては禁欲的であられたようですが，近年

はかなりお洒もたしなまれるようになり，大戦前後

のお若い頃のご経験や科学技術政策，産業政策につ

いて，さらにはお好きなクラシック音楽や絵画，山

野の花や季節の移り変わりといった話題に至るまで，

縦横無早にお話をされました。お酒を飲みながら，

自慢話や説教をされることはなく，実に楽しいお酒

でありました。また，蘇雀もお好きで，日頃は慎重

な先生ながら，手作りは野心に満ち賑やかな麻雀で

ありました。そのような時は，いつもの謹言実直の

イメージからははど遠い先生の姿をかいま見ること

もできました。

そのような機会を突然奪われたことは信じられな

い思いでありまして，会議の通知を貰いますと，こ

れに出席したら，富永先生がいっものように軽く手

を挙げて挨拶されるだろうという琴いさえします。

今はただ謹んで先生のど冥福をお祈り申し上げます。

ゼオライト研究会創設の頃一富永博夫先生を偲んで

東京工業大学工学部 小野嘉夫

第6回国際ゼオライト会議（Reno）の半年はど前

のことである。ある日，東京にど出張中の小泉光恵

先生（当時大阪大学）からお電話をいただいた。「第

7回を日本でという声があるが，どうしましょう。」

ということであった。日本で引き受ける場合には，

Renoの会議で立候補する必要がある。実際には，

日本で引き受けることは，既定の事実に近いようで

もあった。実際，高橋 浩先生（東京大学）がお引き

受けになる心積もりをされていたことは，その1年

はど前にはうかがっていた。しかし，その高橋先生

が急逝され，国際会議の話は中断されたままになっ

ていた。取り敢えず，夕刻，浜松町駅でお会いする

ことを約束して電話は終わった。私はその足で八嶋

先生（東工大）の部屋へ行った。もちろん，すぐにい

い知恵が浮かぶわけではない。私も八嶋先生もまだ，

国際会議を主宰するほどの実力も度胸もなかった。

、なにしろ，国際会議をバックアップしてくれる何の
組織もないのである。

私は八嶋先生にいった。「富永先生に頼んではし

い。」私は富永先生のご研究はご講演などを通じて

存じ上げてはいたが，当時個人的な関係ははとんど

なかった。しかし，石油学会などにおける富永先生

の管理運営能力は，私などにも聞こえていた。ここ

は，石油学会の御曹司，八嶋の出番であると。

かくして，後日，小泉先生，八嶋先生，小野の3

名で，教授室に富永先生を訪ねることになった。富

永先生は，その場でGeneralSecretary就任を快

諾して下さった。富永先生はそれまで，ゼオライト

の国際会議にど出席になったことはなかったはずで

ある。

こうして，富永先生のど指導のもとに，国際会議

の準備が始まった。大事なことは，資金と組織の準

準である。もちろん，通常の国際会議と同様，

GeneralSecretaryとしての多くの雑多な仕事も

ある。なにしろ，ゼオライトの「key word」で集

まる組織は日本にはなかったのである。国内組織の

要として，「ゼオライト研究会」をつくり，資金源

としての法人会員，参加者としての個人会員の勧誘

をすることとなった。会員どうしを繋ぐものとして，

「ニュースレター」を発刊した。すべて，富永先生の

アイデアであった。富永先生はゼオライト研究会

（学会）の生みの親なのである。

一方，Renoの国際会議で，富永先生はIZA

（InternationalZeolite Association）のCouncil

memberに当選され，同時に日本における7thIZC

の開催も正式に決定した。 富永先生はGeneral

Secretaryとしての仕事が始まり，ニュースレター

の発行や会員勧誘などのゼオライト研究会の仕事は，

主に東工大で引き受けることになっ・た。

7thIZCの成功は，当時からの会員の知るところ

である。このように，ゼオライト研究会は，7th

IZCの資金と参加者を確保するために作られた組織

であったが，研究会組織は，国際会議の後も残すこ

とになり，研究発表会も開催するようになった。
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国際会議の成功とゼオライト研究会の発足は，富

永先生の卓抜な管理能力，事務能力に負うものであ

った。しかし，私が富永先生に感銘を受けたのはそ

のことだけではない。

国際会議の準備には，多大の労力が必要である。

しかも，既存の学会等に依存できないのである。実

を言えば，どれだけの仕事が降りかかってくるかを

大変恐れていた。しかし，富永先生（と辰巳助手）は，

実に多くの仕事を率先してど自分の研究室でお引き

受けになった。こちらが心配になるはどであった。

単に組織だけをつくり，実際の仕事は他の人間に振

り分けるようなことは，全くなさらなかった。富永

先生のお人柄のよく現われた組織運営であった。

ど承知のように，富永先生には，その後もゼオラ

イト研究会の運営に多大など早力をいただいた。昭

和63年度，平成元年度には会長をお勤めいただいた。

また，現在のZMPC（InternationalSymposium

on zeolites andMicroporous Crystals）の原型

であるCMPC（International Symposium on

Chemistry of Microporous Materials，1990年）

の組織委員長もお勤めいただいた。ゼオライト学会

の開催する国際シンポジウムの見本を作って頂いた

のである。

先にも述べたように，富永先生の魅力はそのお人

柄にあった。また，旅行をはじめ，趣味の広い方で

あった。

私にとっては，「急逝」であった。ZMPC’97の

懇親会でど挨拶をいただいたお元気な姿が目に浮か

びます。まだまだ，お元気でど活躍していただき，

また，学会としても，個人としても多くのど助言を

戴きたい人生の先達であられた。誠に残念でなりま

せん。

先生のど冥福をお祈り申し上げます。



（5） Vol．15 No．1（1998）

《解 説≫

トヨタにおける最近の自動車排ガス触媒技術

松 本 伸
一

トヨタ自動車株式会社第1材料技術部触媒設計室

トヨタにおいて最近開発された自動車排ガス触媒について概説する。（1）触媒浄化特性を高める薄壁

基材。（2）低エミッション車用に開発した耐熱性の高いスタートアップ触媒と酸素貯蔵能力の高い床下

触媒との組み合わせシステム。（3）新しいコンセプトに基づいてリーンバーンエンジン用に開発した酸

化雰囲気で窒素酸化物を吸蔵し，還元雰囲気で還元する機能を持つ触媒。

開発した低温活性の高い触媒。

1．はじめに

米国，日本で’70年代に非常に厳しい車のエミッ

ション規制が実施され，触媒が車の排ガス浄化手段

として実用化された。それ以来20年以上が経過し

た現在では，車にとって無くてはならない存在にな

っている。21世紀を間近に控えた今，地球規模の
環境問題が注目される中で自動車触媒にも新たな課

題が山積している。ここではその様な課題に対応し

てトヨタで開発された最近の自動車触媒枝術を概説

する。

2．触媒構造

自動車触媒の構造は，実用化当初はベレットタイ

プが主流であったが，’80年代前半以来，モノリス

クイプが主流となっている。モノリスクイプはハニ

カム形状の基材の表面に触媒成分をコーティングし

た構造をしている（図1）。基材の材質はセラミック

スが主流であるが，’90年代からはメタルが使われ

だしている（，96年の使用量は全基材の約5虜）。メ

タルは圧力損失，搭載性に有利であり，エンジン近

傍に小形の触媒として使われる場合が多い。

セ・ラミックス，メタル共，開発は触媒性能上有利

なセル壁厚を薄くする方向に進んでおり，前者は最

近の開発で0．1mmのものが，96年初に実用化され1），

後者は0．03mmのものが，97夏実用化されている2）。

それぞれの物性値を衰1に示す。セル壁厚を薄くす

る程幾何表面積が増加し，質量が減少する。その結

果として触媒性能が向上する。一万，壁厚を薄くす

ると一般的には機械強度は低下する方向である。セ

ラミックスでは特にその克服が開発のポイントである。
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3．低エミッション車の為の触媒3）

米国を始めとする局地的な環境改善の観点から，

車のエミッションをさらに低減する事が大きな課題

である。低温からエンジンを始動した場合には触媒

が活性温度に達するまでの時間は，ガスは浄化され

ずに排出される。炭化水素（HC）エミッションは特

に始動直後の排出割合が多い。したがって，HCを

低減するには触媒が早く暖まる必要がある。このた
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めには小さい触媒をエンジン近くに配置する事が有

効である。一方，窒素酸化物（NO∬）は触媒が暖まっ

て活性化した後でも触媒容積が小さい場合には十分

浄化されずに排出される。従って，両者を満足する

には図2に示す様に小さなウォームアップ触媒と大

きな触媒を組み合わせた触媒システムが有効となる。

3．1 ウォームアップ触媒

バラジウムの担持量を増加させると触媒の低温活

性は向上するがコストバーフォーマンスの観点から

は限度がある。そこで，図3のような構造の触媒で

通常の白金・ロジウム触媒の上流部分にバラジウム

を高密度で担持し，その担持良さと活性との関係を

調べた。触媒がウォームアップの途中段階ではバラ

ジウムが多い程HC活性は高いが，触媒が十分暖ま

った後ではバラジウムの効果は少ない。一方，NO∬

はバラジウムを前端の一部分に高密度に担持した触

媒の場合に最も活性が高かった。バラジウムを過剰

に付けてもHCの活性ははとんど向上せず，逆に

NO∬の活性は低下する。

又，ウォームアップ触媒は特に熱容量の大きさに

よって触媒性能が左右され，前項で紹介したような

担体の壁厚を薄くする技術は有効であるち2）。．

3．2 床下触媒

前段部にウォームアップ触媒を配置したこの触媒

システムの場合には床下触媒の主な役割はNO∬を浄

化する事である。床下触媒を通過した後の排ガスを

高速度で分析すると，NO∬はリーン空燃比（空気過

剰）の場合に多く排出されている。したがって，床

下触媒の場合には空燃比の変動を緩和する酸素貯蔵

能力が重要である。

白金・ロジウム触媒の酸素貯蔵能力は二酸化セリ

ウムが担っている。酸素貯蔵能力は触媒が耐久され

ると低下するが，その程度は酸化雰囲気中で極端に

大きい（図4）。二酸化セリウムの表面積は耐久温度

と共に低下するが，晒される雰囲気にははとんど依

存しない。山方，白金・ロジウムの粒成長は酸化雰

囲気中で著しく，還元雰囲気中でははとんど見られ

ない。この事は酸素貯蔵能力は二酸化セリウムと白

金・ロジウムの界面で発現する現象であり，それを

改善するには白金・ロジウムの粒成長を抑える事が

重要である事を示している。

前段部にウォームアップ触媒がある場合にはそこ

で反応成分がある程度消費されるので後段に位置す

る床下触媒の温度は比較的低く抑えられる。したが

って，この触媒システムの場合には床下触媒の白金・
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（6）

Lar9eVolumeMainCata吋st
Hig血erNOxConv耶ioIIPer血m弧Ce

bwB王K盤Pressure

bwH¢atCapacityC¢ramicSubstrate

Fig・2 BasIclayoutofthecatalystsystemcom－

POSedofthesmallvolumewarm－uPCatalyst

andthelargevolumemaincatalyst・

0

5

0

5

0
0

～

O

j

o

2

1

1

0

2

1

1

0

ヒ
烏
h
烏
点
「
』
≦
ぎ
く
む
声
～
、
月
む
q

モ烏h増点1よ9くhぎ、、月山虚「

Parlially half／／whole
仙l

川9hPJLoadi。9

fig・3 System conversion per払rmance fbr

払ur types ofwarm－uP Catalyst after50
hoursaglngteStatl173K・

∞

80

60

40

20

（

1済、U∽○盲点q∝竜星首功く

れ”

0

㌔蔓R 丁■ヰl
Chconditio

ean COn 托i

∞

80

60

40

20

0

1

∈
u
L
こ
d
－
Q
む
匂
∽
卓
上
モ
q
札

n
L甲nCOnditio

Richcondition

IIIllIll▼ ▼ ▼ ▼

Fresh80090010001100 Fresh80090010001100

A≦巾9丁盲†叩e侶fu佗／℃ 49巾9乃叩e招f∬e／℃

Fig・4 0Ⅹygen StOrage CaPaClty and particle

SizeofPt／Rhcataエアstafter5hoursagingtest

underrichandleancondition．



）7（

G
竜
和
江
じ
点
叫
虐
∈
山
U
H
モ
く
≧

0

5

∧U

5

2

1

1

0

0
0．5 1．01．5 2．O

Ce「由L〈）a加わ9

Fig・5Improvement

0

5

0

点

0

2

1

一－

0

8
q
旺
U
Q
、
∽
雀
∈
山
べ
○
≧

Vol．15 No．1（1998）

0．5 1．01．5 2．O

Ce「由Loa仙19

of NOズCOnVerSion by

increaslngCerialoadlng・

ロジウムは粒成長が抑えられるので，含まれている

二酸化セリウムを増加させると酸莱貯蔵能力が大幅

に改善される。その結果白金・ロジウムの担持量を

増加させることなく，NO∬エミッションを下げる事

ができた（図5）。

4．希薄燃焼エンジン用Nq吸蔵還元型触媒

地球規模の環境問題の中で二酸化炭素低減は車に

とっても大きな課題であり，燃費向上は二酸化炭素

排出抑制に有効な一手段である。現在ガソリン車の

主流となっている三元触媒システムは排ガス浄化の

面では非常に優れているが，燃費の観点からは改善

の余地がある。燃費率とNO∬排出量との関係からは

空燃比が空気過剰側（希薄燃焼領域）である方が有利

であるが，円滑なエンジン燃焼を行わせるには限界

がある。空気が過剰な状態でも燃料と空気が均一に

混合されるようにスワールコントロールバルブ等種

々の手法により燃焼改善が行われ，’84年にリーン

バーンエンジン車（トヨタカリーナ）が市場に導入さ

れた。その後，各社からも市場導入がされている。

いずれの車も三元触媒を用いており，酸素過剰領域

ではNO∬の浄化ができないので，NO∬の排出量を少

なくするためには希薄燃焼で運転できる領域を限ら

れたものにせざるを得なかった。

しかしながら，NO∬と二酸化炭素とのさらなる削

減という社会の要請に対応するにはエンジン枝術の

開発だけでは無く触媒技術の開発，即ち酸素過剰雰

囲気でもNO∬を浄化できる触媒が待ち望まれてきた。

4・1Nq吸蔵還元型触媒発見までの経緯

Cu／ZSM－5が一酸化窒素分解触媒として高い

活性を示すことが報告され4）その後さらに酸素過剰

雰囲気でも炭化水素存在下では非常に高いNO∬浄化

活性を示すことが報告されたト7）。これらの報告が

契機となり，その後多くの研究例が報告されている。

我々も自動車への応用の観点から研究に着手し，東

ソー（株）と共同開発したCu／ZSM－5がリーンバ

ーンエンジンで50魂程度のNO∬浄化率を得る事を

確認した8）。しかしながら，自動車用触媒として必

要な耐熱性が不足している等の問題が解決できず，

Cu／ZSM－5の実用化は困難と判断した。

そのような実験の中で，希薄燃焼エンジンに，現

在量産されている三元触媒を装着して運転した場合，

定常条件で運転する場合より車両で市街地走行する

時の様に加減速を繰り返す条件の方がNO∬浄化率が

明ちかに高くなると言う現象を発見した。それを契

機として，新しいメカニズムの触媒開発に着手した。

4．2 新しいコンセプトの触媒とその反応メカニ

ズムーNq吸蔵還元型触媒の開発9・10）

触媒成分としては塩基性の物質を含む場合に上記

の現象がより顕著に現れた。そこで，加減速を繰り

返す条件をモデル化し，酸素過剰の空燃比（A／F＝

21）と理論空燃比（A／F＝14．5）を2分間隔で交互に

繰り返す実験を行った。定常的に酸素過剰の空燃比

で運転する場合にははとんど浄化されないNqが，

この場合には，高い浄化率を示すことが解った（図

6）。

4・2．1NO∬吸蔵メカニズム

触媒として白金・バリウム／三酸化ニアルミニウ

ム（活性アルミナ）を用いてNO∬吸蔵に対する共存酸
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NOズStOrage・

On

Gas composition：NO＝250ppm，02＝O to6‰N2
balance，Temp・：673K，Catalyst：Pt／Ba／A1203・

素濃度の影響を測定した。酸素が存在しない場合は

はとんどNO∬吸蔵は観測されないが，酸素濃度が増

加するに伴い急激に吸蔵量が増加し，1魂以上の濃

度でははぼ一定の吸蔵量になった（図7）。NO∬吸蔵

した触媒を拡散反射型FT一丁Rで赤外吸収スペクト

ルを測定すると，1350cm‾1付近に硝酸イオンに同

定できる吸収線が観測された。又，実験後の触媒の

化学分析では，吸蔵された二酸化窒素と触媒中のバ

リウムのモル比は約2であった。

以上の実験事実から，酸化雰囲気では排ガスヰの

一酸化窒素は触媒上で酸素により酸化され，触媒中

に含まれるバリウムと反応して硝酸バリウムとして

吸蔵されるものと推察できる。

4．2．2 NO∬還元メカニズム

触媒通過後の窒素化合物を同定するために模擬実

験を行った。酸素過剰雰囲気として一酸化窒素・酸

素・ヘリウム系，還元雰囲気として酸素・水素・ヘ

リウム系のガスを用いてマススペクトル分析を行っ

た。酸化雰囲気では一酸化窒素と二酸化窒素のみが

観測され，かっその合計量は触媒に導入した一酸化

窒素量より少ない値となり，触媒に吸蔵されている

事を示唆した。還元雰囲気では窒素のみが観測され

吸蔵されたNq方が還元されている事がわかった（図

8）。又，還元活性に対する還元ガス組成の影響を調

べるとその種類には影響を受けず，酸化ガスと還元

ガスの量論比にのみ依存する事が解った。

以上の実験事実から還元雰囲気中では，酸化雰囲

気中で硝酸塩として触媒中に吸蔵されたNO∬は還元

成分（炭化水素，一酸化炭素，水素等）で分解され，

貴金属上で窒素に還元され脱離していくものと推察

される。
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4．2．3 NO女吸蔵還元メカニズム

前述した実験事実を基に推察するNq吸蔵還元メ

カニズムを模式図で表す（図9）。排ガス中のNq方は

酸化雰囲気では貴金属上で酸化され，それに隣接す

るNOガ吸蔵物質と結合して硝酸塩を形成して吸蔵さ

れる。還元雰囲気および当量点では硝・酸塩が分解し，

貴金属上で還元ガスと反応して窒素に還元される。

この過程で吸蔵物質はNqを吸蔵する前の状態に戻

る。実際の車では，触媒はこのNO∬吸蔵と還元を繰

り返してNO∬を浄化すると考えられる。

4．2．4 Nq方吸蔵還元型触媒の開発

Nq方吸蔵還元メカニズムから考察するとNO∬の酸

化，吸蔵物質へのNO∬の移動，還元剤の活性化が

NO∬の浄化にとって重要な要素であると考えられる。

実際，NO∬浄化率は白金粒子径に俵存し，粒子径が

小さい程浄化率が高い。これは白金粒子径が小さく
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なる程白金の表面積が大きくなり，NO∬の酸化及び

還元剤の活性化サイトが増加する事を意味している。

又，白金粒子径が小さくなると吸蔵物質との接触界

面も増加するのでNO∬の移動も促進される。この2

点が白金粒子径がNO∬浄化率に影響を与えた原因と

推察する。

次に重要な要素は吸蔵物質の選択である。NO∬の

吸蔵量は吸蔵物質の塩基性と強い相関関係があり，

塩基性が強くなる程NO∬の吸蔵量が増加する（図10）。

塩基性の強い吸蔵物質はど安定な硝酸塩を形成する

事と対応している様に思える。一方，一般抑こ塩基

性物質は貴金属の活性に影響し，HCの酸化活性を
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低下させる（図11）。Nq方吸蔵還元触媒もセシウム，

カリウム等塩基性の強すぎる吸蔵物質を使用すると

HC浄化率が極端に低下する。NO∬吸蔵還元触媒に

は酸化雰囲気でのNO∬活性だけでなく，還元雰囲気

および当量点での三元活性も必要である。従って，

Nq吸蔵物質の塩基性を適当に選択する事が重要で
ある。

最後に，触媒の耐久性は実用上からは最も重要な

性能であり，今回の開発でも最も苦労した要素であ

る。実際の乗用車の場合100，000km程度の走行後も

十分な活性を維持している必要がある。NO∬吸蔵還

元型触媒の主な劣化要因は従来の三元触媒と同様熱

と被毒であるが，この触媒特有の問題は硫黄による

被毒現象が顕著に現れる事である。図12に硫黄付

着量と触媒活性の関係を示す。

触媒への硫黄付着は燃料中に含まれる硫黄がエン

ジンで燃焼し，二酸化硫黄として排ガス中に排出さ

れたものが触媒上にトラップされる現象である。耐

久試験を実施した触媒の表面には硫酸イオンが観測

されるので，触媒の被毒機構は排ガス中の二酸化硫

黄が貴金属上で酸化されて，吸蔵物質と化合して硫

酸塩を形成し，NO∬を吸蔵できなくなったものと考

えられる。一方，耐久後の触媒では，貴金属近傍の

硫酸塩は理論空燃比，あるいは還元雰囲気下で徐々

に還元，分解する現象が観測され，硫酸塩の粒子径

が小さい程分解し易い。この知見を基に硫酸塩の粒

子が成長しにくい吸蔵物質及び，添加物質を選択し

た。この様に開発した触媒は実用上十分な耐久性を

有する事が確認できた。
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4．2．5 エンジンシステムの開発

エンジンが連続して希薄混合気で運転された場合，

NO∬吸蔵還元型触媒にNO∬が飽和してしまい，NOガ

を吸蔵できなくなる事がある。この課題を解決する

為に新しく空燃比制御システムが開発された。

図13に80km／bで巡航した際の燃料添加制御

（触媒に吸蔵されたNO∬を燃料過剰空燃比にして還

元除去する）の一例を示す。、この制御により，連続

して希薄混合気で運転された場合にも高いNO∬浄化

率が得られた。

5．ディーゼルエンジン用触媒

ディーゼルエンジンは燃費の面では優れており，

二酸化炭素低減には有力なエンジンであるが，微粒

子（パーティキュレート）の排出や，排ガス温度が低

く，触媒が有効に働かない等，有害物質の低減技術

の開発が大きな課題である。過去，Nq方と微粒子は

エンジンの燃焼改善，EGR等で低減努力がなされ

て釆たが，環境問題に関するますます強くなる社会

的要請に対応するにはディーゼルエンジンにも適用

可能な触媒技術が必須の状況になってきた。

5．1 ディーゼルエンジン特有の触媒への課題

ディーーゼルエンジンの排ガスはガソリンエンジン

と比べて以下の特徴がある。

①排ガス温度が低い（通常使用域で100～200て二低

い）。

②燃料中の硫黄含有量が多い（日本市場では軽油

はガソリンの10倍程度）。

③すす，SOF（可溶有機成分）等の粒子状物質が多

い0

①の問題に関しては触媒には低温活性が要求され，

（10）

←
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Fig・14HCconversione爪ciencyofdeveloped

catalyst・

②，③に関しては二酸化硫黄の酸化の抑制とともに

被毒劣化の抑制が要求される。

5．2 触媒の低温活性向上一吸着材料の活用11）

ディーゼルエンジンの通常運転領域で頻繁に出現

する300℃以下では触媒機能を十分に発揮させるこ

とは非常に困難である。そこで我々は「低温では炭

化水素と可溶有機成分を吸着し，高温になった時に

酸化浄化する触媒」という新しいコンセプトの触媒

を開発した。

炭化水素の吸着材料としてゼオライトを数種類検

討し，吸着力，耐久性の観点からケイ素／アルミニ

ウム比100程度のハイシリカゼオライトを選択した。

図14に排気量3．6d㌦のディーゼルエンジンを用い

て排ガス温度を連続的に昇温，あるいは降温して炭

化水素の浄化率を測定した結果を示す。従来ガソリ

ンエンジンに使用されている触媒と比較して低温で

の炭化水素の浄化率が大幅に向上した。

5．3 二酸化硫黄の酸化，及び被毒劣化の抑制

二酸化硫黄の酸化については触媒反応による連続

的な硫酸塩（粒子状物質）の排出と，触媒上へのトラ

ップの問題がある。
前者については貴金属の種類，担持量，空間速度

の影響を受ける。炭化水素，可溶有機成分に対する

低温での酸化活性促進と二酸化硫黄に対する高温で

の酸化活性抑制を両立する技術として2ステージ触

媒（排ガス上流部は白金／三酸化ニアルミニウム，

下流部はバラジウム・ロジウム／二酸化ケイ素から

なる触媒）を実用化した12）。

後者については二酸化ケイ素や二酸化チタン，二

酸化ジルコニウムが硫酸塩をトラップし難い材料で

ある。一方，貴金属の分散性も保持することが要求
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されるので，前項のゼオライトとの組み合わせでは

二酸化チタンが最適であるとの結論を得た11）。

6．今後の研究開発課題

世界的な排ガス規制強化や二酸化炭素問題等，自

動車排ガス触媒への課題はますます大きく，且つ困

難なものになってくる。本報で概説した三元触媒や

ディーゼルエンジン用触媒のさらなるレベルアップ

等が必要である。中でも最大の課題はやはり酸素過

剰下でNO∬を除去する技術であろう。現在はNO∬吸

蔵還元型触媒の実用化によって一歩踏み出せた段階

であろう。触媒の材料探索，反応研究をますます幅

広く行っていくことはもとより，前項で紹介した開

発例にあるように触媒が使われる条件を良く考えた

ダイナミックな反応現象，劣化現象の研究，さらに

は車というシステム全体を考えた総合的な技術開発

がますます重要になって来ると考える。
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《解 説≫

結品性ジンコシリケートモレキュラーシーア

の合成と構造

吉 川 正 人

東レ株式会社ケミカル研究所

結晶牲ジンコシリケートモレヰエラーシーブに関する最近の研究をまとめた。超大孔径細孔が2次元

以上に交差したような骨格密度の低い結晶性モレキュラーシーブは，未だ得られていないが，3員環を

有する構造がこれを可能にすると予想されている。VP卜7，RUB－17，VP卜9と数年の問に新しい3

員環を有する結晶性ジンコシリケートモレキュラーシーブが合成され，結晶性ジンコシリケートが3員

環を含む構造を作りやすいことが証明された。更に，ハイシリカ結晶性ジンコシリケートVP卜8の結

晶化において，ZnがLiやtetraethylammoniumionのような有機カチオンとうまく相互作用して

VPI－8に特有のpinwheellmitを形成するのに直接役立っていることが証明された。これらの結果は，

結晶性ジンコシリケートの研究は，3員環やpinwheelunitを有する仮説の結晶性超大孔径物質の合成

へと繋がる可能性があることを示している。

1．はじめに

結晶性ジンコシリケートモレキュラーシープとは，

通常の結晶性アルミノシリケートのAlの代わりに

Znが入ったものである（図1）。ZnはAlよりイオ

ン半径が大きく，価数も2価であり，Alとはかな

り性質が違うので，結晶性ジンコシリケートの合成

を検討することによって，通常の結晶性アルミノシ

リケートでは得られないような構造の結晶性モレキ

ュラーシーブが得られる可能性がある。本稿では，
結晶性ジンコシリケート特有の構造を持っ例として，

①3員環を有する結晶性ジンコシリケートモレキュ

ラーシーブと②新規なpinwheelunitを有する結晶

性ジンコシリケートモレキュラーシーブvpト8に

ついての近年の研究について筆者らの研究を中心に

解説する。

2．3鼻環を有する結晶性ジンコシリケートモレ

キュラーシープ

2．1 3鼻環を持つ構造の魅力

図2に，骨格を形成する最小丁原子環のサイズ

（MINR：横軸）と骨格密度（FD：1000Å寺中のT原
子の数：縦軸）の関係を示した1）。MINR＝4とはす

べてのT原子が4員環の構成丁原子になっている構

造を，4＋とは，4員環を含むものの一部のT原子

が4員環の構成丁原子になっていない構造を意味し

M＋ M＋

0＼si／0こz√0
ざヽ ざヽ
0 0 0 0

図1 ジンコシリケートのネットワーク

ている。既存のゼオライトや密な構造のFDとMINR

をプロットすると図2のようになる。この関係が正

しいとすると，3員環を有する構造のゼオライトの

合成を追及することによって，今までに得られたこ

とのないような低いFDを有するゼオライトが得ら

れる可能性がある。超大孔径（14員環以上）が交差

したようなゼオライトは合成されたことはないが，

もし合成されればFDは低いはずであり，その構造

は3員環を含むことが予想される2）。

2．2 どのように3員環を形成するか

Lovdariteは3員環を有する結晶性べリロシリケ

ートである8）。従って，べリロシリケートは3員環

を含む構造を形成できると考えられる。しかしべり

リウムは竜性があり，原料として好ましくない。

Annen，Davisらは，天然のべリロシリケートと類

似構造を持っ天然のジンコシリケートが存在するこ

とに着目し，ジンコシリケートで3員環をもつ構造

を作ることを試みた。その結果，2っの3員環が－

っのT原子を共有して結合したspiro－5構造（図34））
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表1既に構造が決定されている3員環を含む

十／′ 結晶性ジンコシリケートモレキュラーシーブ
／

物質名 構造 カチオン種 細孔径 Si／Zn FD

VPト7 VSV Na 9MR 3．5 17．1

RUB．17 RSN Na－K 9MR 3．5 16．8

VPl・， VNI Rb．K 8MR 4．0 16‾．7

framewo水type：

＋dense

●ZeO‡itゥ

●hypothQtical

3◆ 4＋ 5 5＋

Sは●Of●maI‡●巷t rln卵

図2 MINRとFDの関係1）

Zn

Si2

Ⅰ。ノー【こfl】
Zn

Sil

Si2

図3 VP卜7に見られたspiro－5unit4）

をもっ9員環細孔を有するVP卜7の合成に成功し

た6）。これが初めての3員環を有する結晶性ジンコ

シリケートモレキュラーシーブである。その後，

RUB－176），VP卜9ア）等次々と新しい3貞環を有す

る結晶性ジンコシリケートモレキュラーシーブの合

成法と構造が発表された。このことは，ジンコシリ

ケートが3員環を形成しやすいことを証明している。

2．3 構造上の特徴と性質

表1に，今までに既に構造が決定している3員環

を有する結晶性ジンコシリケートモレキュラーシー

ブをまとめた。これらの構造上の特徴と性質をまと

めると以下のようになる。

・3員環には必ずZnが1つ存在する。

・Zn一つ当たり，2つのイオン交換点がありイ

オン交換が可能である。

・細孔内にはイオン交換点に入った無機カチオン

と水が存在し，小さい無機カチオン（Na，Li，NH。）

がイオン交換点に入っているとき，脱水すると構造

は壊れる。

従って，表1にあげた結晶性ジンコシリケートモ

レキュラーシーブは，現状では窒素ガス吸着能を測

定できていない。大きい無機カチオン（K，Rb）がイ

オン交換点に入っている場合は，脱水後も構造は保

たれ，水の可逆的吸脱着が可能となる。

2．4 今後の課題と展望

結晶性ジンコシリケートが3員環を有するモレキ

ュラーシーブを形成しやすいことは証明された。し

かし，水の吸脱着ができる物質は確認されているが，

窒素ガスを吸着できるような真の意味でのモレキュ

ラーシーブは未だ得られていない。Znを含んだ3

員環構造が，大きな無機カチオンの支えなしに，熱

的に安定に存在しうるかどうかは未だ証明されてい

ない。

最初にめざした低FDの結晶性ジンコシリケート

もまだできていない。これを達成するには，大きな

有機カチオンが，構造決定剤（structuredirecting

agent）として使われる必要があるだろう。又，

MINR＝3の物質を作るとなると，3員環に1つZn

が存在するのでSi／Zn＝2となる。Znは2つのカ

チオンとバランスする。即ち，Si／Al＝1のゼオラ

イトと同じカチオン交換点がある。これらのことを

考えると，多くの4級アンモニウム部位を持った大

きな有機カチオンと小さい無機カチオンの組み合わせ

によって，低FD材料が達成できるのではないかと筆

者は考えている。

spiro－5だけで構成された構造ができたとしよう。

この材料のSi／Zn比は，1．5となる。これのイオン

交換点の数は，Si／Al＝1のゼオライトを超える。

このように結晶性ジンコシリケートには，低FD材
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料の夢だけでなく，高イオン交換容量材料の夢もあ

る。

3．新規なpinwheelunitを有する結晶性ジン

コシリケートモレキュラーシープVPト8

3．1 VP卜8の合成と性質

VP卜8も，Annenによって初めて合成された8）。

VP卜8は，0．2LiOH：0．4TEAOH：0．1Zn acetate

：SiO2：30H20（TEAOH：tetraethylammonium

hydroxide）のようなゲル組成から水熱条件下で簡

単に合成される9）。VP卜8は，N，N，N－trimethyl－

adamantammoniumのような大きな有機カチオンを

構造決定剤として用いても合成できる9・10）ことや，

2，2－dimethylpropaneの吸着も見られる11）ことか

ら，大孔径（12員環）のモレキュラーシーブである

ことが予想された。元素分析の結果から，ハイシリ

カのモレキュラーシーブであることがわかったり1）。

熱や酸にも安定で，合成が容易であり，工業化に適

したモレキュラーシーブである9）。

3．2 VP卜8の構造解明11）

VP卜8の構造解明は，プラスチック製の分子モ

デルを組み立て，それからシミュレートしたⅩ線パ

ターンと実験的X線パターンを比較することによっ

て達成された。モデルを組み立てるために必要とな

ったデータは次の3点である。

・HRTEM（High
Resolution Transmission

ElectronMicroscopy）の測定より得られた細孔構

造のイメージ（図4）。

・X繰回折より求めたユニットセルパラメーター
○

の一つの軸が，非常に短く（5．1A），窒素のガス吸

着量が0．11～0．12ml／gであることから，1次元の

細孔システムであることを予測した。短い軸はその

良さから，T原子がジグザグ配列した簡単な繰り返

しである（図5）。

・実験的に求めた骨格密度から，ユニットセル当

たり約16個のT原子がある（実際には17個だった）。

最終的には，Rietveld Refinementされ，図6の

様な構造が決定された。

3．3 新規なpinwheelunitとそれを使った仮

説の超大孔径モレキュープシープ構造11）

図6の灰色部分が，Pinwheelunitと呼ばれる構

造である。子供の玩具の“かざぐるま（pinwheel）”

に似ていることからこのように名付けられた。この

ような構造が見られたのは，VPI－8が初めてであ

る。VPト8構造のpinwheelunit間に4員環を付

（14）

図4 HRTEMにより得られた

VP卜8の細孔イメージ

Å

－
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勺
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丁

図5 ユニットセルパラメーターの

最も短い軸の繰り返し

け足していくことにより，筆者らは図7に示したよ

うな，超大孔径を有するモレキュラーシーブ構造が

できることを提案し，ジンコシリケートの化学を追

及していくことによってこのような仮説の構造にた

どりっける可能性を示した。

3．4 VP1－8の結晶化メカニズム

3．3で記述した新規なpinwheelunitは，どのよ

うに形成されるのか，この疑問に答えるために，筆

者らは，VP卜8の合成における各成分の役割10）と

結晶化のメカニズム12）について調べた。

VP卜8の結晶化に有効な成分は，Zn，Li，比較

的親水性でVP卜8の細孔に入りうる大きさの有機ア

ンモニウムイオン（例：TEA（tetraethylammonium

ion））であった。

それではZnは，Pinwheelunitの形成にどのよ

うに働いているのだろうか？ 3．1で示した組成の

ゲルを135℃または150℃で加熱し，合成時間を種

々変えたサンプルを調製し，それぞれの物性を調べ

ることによって結晶化メカニズムを解明しようとし
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図7 pinwheelunitを含む仮説の超大孔径モレキュラーシーブの構造とⅩ繰回折図11）

た。その結果，結晶化の初期段階のサンプルを得る

ことができた（150℃，52．5時間）。このサンプルの

1H MAS NMRのスペクトルには10ppmのピーク

がなく，シリケート骨格中に，有機カチオンとバラ

ンスしている欠陥サイトがないことを示した13）。こ

のサンプルの29siMAS NMRのスペクトルを分割

すると図8の様になり，ピークの割り当ての結果は，

表2である。－66．40ppm，－95．47ppmのピークは

それぞれの粒子表面に結晶化過程で生成するSi／Zn

＝1，Si／Zn＝3の不純物（phase B，PhaseAと呼

ぶ）のSiのピークであり，その他のピークがVP卜8

によるピークである。Znのはとんど入っていない

VP卜8の29siMAS NMRのスペクトルのT原子

への割り当ての結果11）を参考に，ピークの割り当てを

行うと，－101．48ppmのピークがSi3，Si4，Si5サ

イトのSi（1Zn）であることが予想され，この段階

でのVP卜8骨格中のSi／Znは約27である。元素分

析の結果と，TGAによるTEAOHの減量から，結晶

化初期のVP卜8中にはZn，Li，TEAがほぼ当モル

ずつ含まれ，骨格中のZnの所に存在する2つのマ

イナスチャージはTEA＋とLi＋でバランスしている

と推定される。逆にいうと，この状況が整わないと
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図8

（c）

（b）

（a）人

ゼオライト （16）

表2 図8で分割されたピークの割り当て18）

Cbemical Peakarea Assig皿me皿t

Sh机（ppm） （％）

－66．40
2．5

－95．47
22．5

－101．4亀
11．4

－105．05
14．9

－109．10 12．0

－113．72
36．5

Si（4Z皿）orphaseB

Si（1Zn）orpbaseA

Si（1Zn）orSi3，Si4

a皿dSi5sitesiIIVPI－8

Si（OZ皿）orSi2site
inWト8

Si（OZ皿）orSi3，Si4

a皿dSi5sitesin VPト8

－70 －80 －90 －100 －110－120

Pf〉m

結晶化初期のVPト8の29siMAS NMR12）

a

b

C

（

（

（

分割されたピーク

シミュレートされたスペクトル

実験で得られたスペクトル

結晶化しない。3．1に示したゲル組成からは，最初

Si／Zn＝約8のアモルファス相が生成する。この状

態では，Si，Znが均一に存在している。しかし，

その後znが表面に移動し，粒子内部にSi／Znが約

27の部分が生成した時点で結晶化が始まる。表面

に移動したZnは不純物相（phaseA，PhaseB）を

形成する。この表面相は，液中からSiを取り込み

ながらVP卜8になっていく。このメカニズをスキ

ーム1に図式化した。このメカニズムでは，最初の

Znの移動が結晶化の律速段階である。Si／Zn＝100

のゲルから合成を行うと，初期

にSi／Zn＝31のアモルファス

相が生成する。これは既にSi／

Zn＝27に近いのでZnの移動は

余り必要ない。そのためこのゲ

ルからの結晶化は，Si／Zn＝8

のアモルファス相ができるSi／

Zn＝10のゲルからのものより

速い9）。

このようにVP卜8の結晶化

に，Znが大きく関わっており，

骨格中にZnが入って結晶化す

ることがわかった。図9に示し

たような有機カチオンでもvp卜

8は結晶化されるが，その結晶

性は悪い。それは，これらの有

機カチオンは疎水性が強い為に

非晶質

Si／Zn＝8

均一

Znが骨格に入りにくいためだと考えている。

3．5 pinwheelunit構造をもつ仮説超大孔径

モレキュラーシープを合成するための戦略

VP卜8の結晶化メカニズムに関する知見から，

筆者は次のような戦略で，Pinwheelunit構造をも

つ仮説超大孔径モレキュラーシーブを合成できると

考えている。

・比較的親水性（TEA＋程度の親水性）でVP卜8の

細孔より大きな有機カチオンを使う。

・出発ゲル中のSi／Znは30～100とする。

・無機カチオンとしてLiを使う。

中でも，有機カチオンの設計が，最も重要である。

大きなカチオンになればなるはど疎水性になるため，

どのような有機カチオンが設計できるかが，キーと

なるであろう。

結晶化初期 結晶化

－ト
Znが表面へ

■■

溶液からSi

を供給

コア：VPト8（Si／Zn＝27

Li／Zn＝1

TEAOH／Zn＝1）
表面：A相〈SレZn＝3）

B相〈S打Zn＝1〉

VPト8〈Si／Zn＞27〉

一部B相を含む

スキーム1 VP卜8の結晶化メカニズム

クや／N・

＼もメ

図9 疎水牲の有機カチオンの例
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4．おわりに

近年，ゼオライト触媒のファインケミカル合成へ

の応用が盛んになりつつある。これらの反応は，大

きな基質や生成物を扱ったり，反応条件が低温液相

である場合が多い。このような観点から，超大孔径

モレキュラーシーブの重要性が増してきている。

UTD－114）に続き，筆者らの合成したCIT－516）等，

最近，熱に安定な超大孔径のシリケート系モレキュ

ラーシーブが出現し始めた。この2つのモレキュラ

ーシーブはジンコシリケートではないが，本稿では
結晶性ジンコシリケート合成の研究も，新しい超大

孔径モレキュラーシーブの合成へ繋がる可能性を示

してきた。今後の結晶性ジンコシリケートの研究の

発展を期待したい。
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SPeCulatedthattheresearchonmolecularsieveswith3memberedrings（3MR）1eadstosynthe－
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丘ameworkstructures・InthecrystallizationofvpI－8thatisahlghsdicazincosdicate，Znplays

animportantrolewithaLiionandatetraethylammoniumiontobuddthenovelplnWheel

unitspeculiartoVPト8・Ontheotherhand，hypotheticalstructureswith extra－1a瑠ePOreS

basedonthenovelpinwheelunitswerepresented2yearsago・ItwdlbeinterestlngtOSeeif

Zincosdicatechemistrycanbeextendedtosynthesizeextra－1a∫gePOrematerials・

Keywords：Zincosdicate，VPト7，Ⅴ打8，VPト9，RUB－17，Extra－1argepore，Pinwheelunit・
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平成9・10年度理事会および総会

ゼオライト学会の平成9・10年度新旧合同理事会，

総会，講演および懇親会が，平成10年1月29日に

東京ガーデンパレスにて開催された。

平成9・10年度新旧合同理事会

平成9年度理事，平成10年度理事候補者あわせて

21名の出席のもとに，小野会長を議長として開催さ

れ，以下の議案が審議された。

1．平成9年度事業報告

難波企画担当理事より，別掲の事業について報告

があり，承認された。

2．平成9年度決算

八嶋副会長より，別掲の本会および国際交流基金

の決算について報告があり，承認された。

3．平成10年度事業計画

難波企画担当理事より，別掲の事業計画について

提案があり，承認された。

4．平成1G年度予算

八嶋副会長より，別掲の本会および国際交流基金

の予算について説明があり，承認された。

5．平成10年度役員候補者

役員推薦委員会の報告に基づき，別掲のように，

平成10年度役員候補者および各担当予定を承認し，

総会に計ることとした。

6．会則の改定について

平成10年4月1日をもって舞会事務局の所在地を

現在の東京工業大学工学部小野研究室から，一鳥取大

学工学部丹羽研究室に移動する件について説明があ

り，それに伴う本会会則第12条を別掲のとおり改定

する提案が承認された。

平成10年度総会

平成9年度事業報告

1．講演会，研究会，シンポジウムなど

〈1）総会講演会 平成9月1月24日

於蔵前工業会館

寒河江昭夫（鹿島建設）

「ゼオライトの利用と建築環境」

久保百司，宮本 明（東北大）

「総合コンピュータ化学システムの開発と ミク

ロ多孔体への応用」

〈2）講習会「天然ゼオライト産地見学・採集会」

平成9年3月16日，17日 焼津および丹沢にて

（18）

世話人：歌田 責（東大），中田真一（千代田化

工）

参加者20名，補助金20万円

（3〉第4回ゼオライト夏の学校

6月27日～29日 於出光興産軽井沢寮

世話人：吉田寿雄（名大），竹越 覚（出光）

参加者43名，補助金20万円

（4）サテライトセミナー「メソポーラスマテリア

ル」 平成9年7月4日 於東大・山上会館

世話人：難波征太郎（帝京科大），黒田一事（早

大），辰巳 敬（東大）

参加者120名，補助金なし

（5）第13回ゼオライト研究発表会

平成9年11月27日，28日 於長崎大学工学部

世話人：◎鹿川修一（長崎大），松本泰重（長崎

大），寺岡靖剛（長崎大），馬場俊秀（東工大），

小松隆之（東工大），山崎淳司（早大）

研究発表29件，参加者175名，補助金40＿万円

特別講演：

辰巳 敬（東大）「チタン・バナジウムを含ん

だゼオライト・メソポーラス物質の合成と

触媒作用」

堤 和男（豊橋技科大）「ゼオライトの吸着に

おける特異性」

2．ニュースレターの発行（Vol．14）年4回発行

黒田編集委員長

3．国際会議

（1〉ZMPC，97 平成9年8月24日～27日

於早稲田大学国際会議場

組織委員長：小野嘉夫 総務委員長：辰巳 敬

参加者370名（海外からの参加者：26ケ国，87名）

（2）プレーシンポジウム：

“Catalysis byMicro－and Meso－POrOuS

Materials”

平成9年8月22日 於札幌ゲストハウス

世話人：◎服部 英，竹澤暢恒，奥原敏夫（いず

れも北大） 参加者30名

（3）ポストーシンポジウム：

“SynthesisandCharacterizationof Zeolite－

Related Materials”

平成9年8月28日～30日

於東北大金属材料研究所
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世話人：寺崎 治，大西直之 参加者80名

4．共催・協賛事業

第18回表面科学セミナー，第41回枯土科学討

論会，第5回イオン交換講習会，日本吸着学会・

日本イオン交換学会連合年会，第8回キャクリ

シススクール

5．会員数

法人会員 53社

個人会員 384名

学生会員 36名

名誉会員 4名

（1998年1月現在）

平成9年度決算

1．収入（単位：円）

1）法人会員会費

力個人会員会費

3）学生会員会費

4）預金利息

の雑収入

の前年度繰越金

実績 予算 差引

5，198，970 5，200，000△ 1，030

1，090，0001，170，000∠ゝ80，000

25，000 32，000△ 7，000

3，149 4，000 △ 851

259，681100，000 159，681

599，536 599，536 0

合 計 7，176，336 7，105，536 70，800

2．支出（単位：円）

1）ニュースレター

編集発行費

の総会開催費

3）講演会研究会等

経費

め事務局経費

の交通通信費

の理事会経費

の編集委員会経費

め企画委員会経費

の国際交流基金

10）予備費

2，911，881

454，803

858，100

447，349

581，975

75，586

42，500

9，000

1，000，000

2，600，000 311，881

400，000 54，803

850，000 8，100

500，000△ 52，651

700，000△118，025

400，000△324，414

100，000∠ゝ 57，500

100，000∠ゝ91，000

1，000，000 0

0 455，536△455，536

合 計 6，381，194 7，105，536△724，342

繰越金 795，142円

国際交流基金決算

1．収入（単位：円）

前年度繰越金

預金利息

ゼオライト学会より

19

16，364，504

59，794

1，000，000

17，424，298

2．支出（単位：円）

ZMPCシンポジウム準備金

次年度繰越金

1，000，000

16，424，298

17，424，298

平成10年度役員
（敬称略）

長
亡
良会

会
副

事理

嶋
村
地
野
垣
松
井
木
藤
井

八
中
菊
桟
稲
上
薄
甲
後
酒

建明（東工大理）

宗和（千代田化工建設）＊（企画）

英一（早大理工）（企画）

一
二
宿
司
子
昭
幸

精
伸
敬
一
和
義
敏

昭江

山

河
藤
戸
寒
佐
瀬
田
巳

口

岡
崎
田

多
辰
谷
寺
寺
中

国

政
靖

夫

洋
⊂＝コ

了

之

敬
碩
剛
治

真一

丹羽 幹

松永 斉

水上富士夫

吉田 章

監 事 佐藤 徹雄

山崎初太郎

（東ソー）（財務）

（豊田中央研究所）＊（企画）

（千草大工）（庶務）

（コスモ総合研究所）（企画）

（東邦大理）（企画）

（龍谷大学）（企画）

（日本モービルカクリスト）＊

（財務）

（鹿島技術研究所）（企画）

（住友化学工業）＊（企画）

（三菱化学）（財務）

（東レ）＊（企画）

（東大工）（企画委員長）

（地質調査所）＊（企画）

（長崎大工）＊（企画）

（東北大理）（企画）

（千代田化工建設）

（編集委員長）

（鳥取大工）（庶務）

（奥多摩工業）＊（企画）

（物質工技研）（企画）

（九州工技研究所）（企画）

（新東北化学工業）＊

（日立テクノエンジニアリング）＊

◎ただし＊印（平成10年度），無印（平成10・11年度）
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平成10年度事業計画

1．講演会，研究会，シンポジウムなど

（1〉総会講演会 平成10年1月29日

於ガーデンパレス

松原 聴（国立科学博物館）

「日本の天然ゼオライト」

泉 順（三菱重工）

「ゼオライト系吸着剤を利用した新しいガス分

離」

f2）講習会「ゼオライトの計算化学プログラム」

平成10年5月（予定）

世話人こ谷口政碩（地質調査所）

補助金15万円（予定）

〈3）ゼオライトフオ丁ラム

平成10年9～10月

世話人：稲垣伸二（豊田中研），吉田寿雄（名大）

補助金20万円（予定）

（4〉第6回ゼオライト夏の学校

平成10年7月16～18日

於コスモ石油湘南セミナーハウス

世話人：松方正彦（早大），鈴木 崇（コスモ）

補助金20万円（予定）

〈5）第14回ゼオライト研究発表会

平成10年11月12～13日，於上智大学

世話人：◎瀬川幸一（上智大），馬場俊秀（東工

大）．小松隆之（東工大），山崎淳司（早大）

補助金40万円（予定）

2．ニュースレターの発行（Ⅵ）1．15）年4回発行

編集委員長：中田真一（千代田化工）

3．国内外学協会との交流

第5回国際無機膜会議，98ポストカンファレン

ス「ゼオライト膜とフィルムに関する国際ワー

クショップ」平成10年6月28－30日，於長良

川国際会議場，共催：ゼオライト学会，日本膜

学会，（財）ファインセラミックスセンター

世話人：松方正彦（早大），補助金30万円（予定）

4．本会事務局の移動

平成10年4月1日より，鳥取大学丹羽研究室に

移動することが，総会で承認された（別掲会則

12条）。また，これまで約15年間事務局を務め

ていただいた東京工業大学小野研究室に対して，

功労の意を表することが総会で承認された。

平成10年度予算

1．収入（単位：円）

1）法人会員会費

2）個人会員会費

（20）

5，500，000

1，152，000

3）学生会員会費 36，000

4）預金利息 3，000

5）雑収入 100，000

6）前年度繰越金 795，ユ42

7，586，142

2 支出（単位：円）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

1⊥

2

3

4

5

6

7

8

9

01

ニュースレター編集発行費

総会開催費

講演会研究会等経費

事務局経費

交通通信費

理事会経費

編集委員会経費

企画委員会経費

国際交流基金積立

予備費

2，600，000

450，000

950，000

700，000

700，000

400，000

100，000

100，000

1，000，000

586，142

7，586，142

国際交流基金予算

1．収入（単位：円）

前年度繰越金

ゼオライト学会より

預金利息等

16，424，298

1，000，000

60，000

17，484，298

2．支出（単位：円）

国際交流費（大学院生旅費援助等）

ワークショップ補助

次年度繰越金

1，000，000

300，000

16，184，298

17，484，298
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ゼオライト学会会則
（1984年1月11日制定，1998年4月1日改訂）

（名称）

第1条 本会は，ゼオライト学倉（英文名：Japan

Association of Zeolite，略称JAZ）という。

（目的）

第2条 本会は，天然および合成ゼオライト（ゼオ

ライト類似の結晶性鉱物，モレキュラーシーブ

等を含む）に関する基礎研究および利用技術の

一層の発展を図るため，その研究開発に携わる
ものが一堂に集まり，情報や意見の交換を通じ

て相互に交流する機会を作ることを目的とする。

（事業）

昇3条 本会は，前条の目的を達成するため，次の

事業を行なう。

〈＝研究発表会，講演会，国際シン．ポジウム，

見学会等の開催

〈2）ニュースレターの発行

〈3）本分野に関する国内外の学協会との交流

（役員）

第4条 本会に，役員として会長，副会長2名，理

事若干名および監事2名を置く。

2．役員の任期は2年とする。ただし，再任を妨

げない。

（総会）

第5条 総会は少なくとも年1回これを開催し，事

業報告，決算，事業計画，予算，会則の変更等

重要事項を決定するとともに，役員の選任を行

なう。

（役員の選任および職務）

第6条 役員は，理事会が委嘱した推薦委員会の推

薦に基づき，総会において選任するものとする。

2．会長は，本会を代表し，会の運営に当たる。

3．副会長は，会長の職務を補佐，代行する。

4．理事は，会長を補佐し，本会の運営（企画，

庶務，財務，編集など）を分掌する。

5．監事は，本会の財産の状況を監査する。

（理事会）

第7条 本会に理事会を置く。理事会は，会長，副

会長および理事をもって構成する。

2．会長は，必要と認めた場合，理事会を開催す

ることができる。

3．理事会は，本会の運営に関する大綱を検討し

その結果を総会に提案するものとする。

（委員会）

第8条 本会に企画委員会を置く。
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2．企画委員会は，本会事業の企画および運営を

担当する。

3．企画委員会の組織および運営については別に

定める。

4．委員の任期は2年とする。ただし，再任を妨

げない。

第9条 本会に編集委員会を置く。

2．編集委員会は，ニュースレターの編集および

刊行を担当する。

3．編集委員会の組織および運営については別に

定める。

4．委員の任期は2年とする。ただし，再任を妨

げない。

（会員）

第10条 会員は，本会の趣旨に賛同する個人および

法人とする。

個人会員は，氏名および所属を本会に登録す

る。

法人会員は，代表会員の氏名および所属を1

名以上5名以内で本会に登録する。

名誉会員は，ゼオライトの基礎研究，利用技

術または本会の発展に特に功績があり，理事会

において承認された者とする。

（会計）

第11条 本会の経費は，会員が拠出する会費によっ

て支弁するものとする。

年会費1．個人会員

∵般
（学生）

2．法人会員

2．本会の事業年度は，

12月31日に終わる。

年額 3，000円

年額 1，000円

年額1口100，000円

毎年1月1日に始まり，

（事務局）

第12条 本会の事務局の所在地は下記のとおりとす

る。

〒680－0945鳥取県鳥取市湖山町南4－101

鳥取大学工学部物質工学科 丹羽研究室内

電話＆Fax：0857－3卜5256

E－mail：zeo＠chem．tottor卜u．ac．jp

この会則は，昭和59年1月11日より施行する。
改訂 昭和63年1月20日

改訂 平成2年1月18日

改訂 平成9年1月24日

改訂 平成10年4月1日



22

《レポート≫

ゼオ ラ イト （22）

第13回ゼオライト研究発表会報告

長崎大学工学部 寺岡靖剛

第13回ゼオライト研究発表会が，平成9年11月27

日（木），28日（金）に長崎大学工学部で開催されまし

た。ど承知のようにゼオライト研究発表会は東京と

その他の地区での交互開催が慣例となっており．第

7回の鹿児島以来，第9回（鳥取），第11回（松山），

そして今回（長崎）と中四九地区での開催が続いてい

ます。これは11月下句では北に行きにくい事情があ

るためと思われますが，今回の開催地として長崎を

選んで頂いたことに関係者一同感謝しています。長

崎という西の端での開催であること，JECAT’97と

重なったこと，8月に東京でZMPC’97が開催され

たことなどのため，参加者，講演件数の減少が危惧

されましたが，参加者176名（うち学生42名），講演

件数93件（特別講演2件，総合講演6件，一般講演

85件）とほぼ例年並みの規模で開催することができ

ました。

ゼオライト研究発表会は，座り心地の良い椅子の

ある専用の会議場やホテル，公共施設などを会場と

するととが多いのですが，今回は経費節減の意味も
込めて大学の講義室を使用しました。講義が行われ

ている平日での開催であったため，担当の先生方に

講義室の移動をお願いして，講義との干渉が生じず

かつ隣接した3会場を確保しました。座りJL、地の悪

い講義室ではありましたが，各会場，両日とも朝9

時から夕方まで熱心な討論が繰り広げられていまし

た。特別講演は，少し設備の整った講堂を会場とし

て，以下の2件が行われました。

辰巳 敬先生（東京大学工学部）

「チタン，バナジウムを含んだゼオライト・メソポ

ーラス物質の合成と触媒作用」
堤 和男先生（豊橋技術科学大学）

「ゼオライトの吸着における特異性」

研究発表の内容で目立った点は，第12回でも指摘

されていたように，合成に関する研究が増えた一方

で，触媒，特にNO∬除去に関する研究が数年前に比

べると大幅に減少していることで，とりわけ約1／4

の講演が何らかの形でメソポーラス物質に関するも

のであったことが，昨今の研究の流れを象徴するも

のでした。

懇親会は，第1日日終了後，長崎東映ホテルで80

名余の参加者を得て，終始和気あいあいとした雰囲

の中で開催されました。「まだ確定ではないが」と

いう前置き付きで，「事務局が鳥取大学の丹羽先生

の研究室に移る予定である」ことが公の場で初めて

明らかにされました。また，来年度は上智大学での

開催が予定されているとのことです。

今回の実行委員は，東工大の小松先生，馬場先生，

早稲田大学の山崎先生，長崎大学の鹿川先生，松本

先生，寺岡が務めましたが，研究発表会が大過なく

成功裏に終えることができましたのは，学会事務局，

企画委員会の皆様，および遠く長崎の地まで足を運

んで頂いた参加者皆様のおかげであります。この場

を借りて感謝致します。最後に，長崎での開催をア

ピールする意味から，これまでに例がないことです

が，予稿集の裏表紙に平和祈念像のカットを入れさ

せて頂きました。また予稿集のカバーの色は長崎市

花である“あじさい’’をイメージしたのですが，皆

様お気付きでしたでしょうか。

堤先生の特別講演

懇親会での小野会長のどあいさつ
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第3回ヨーロッパ触媒会議（EURO払CAT－ⅠⅠⅠ）報告

長崎大学工学部 寺岡靖剛

平成9年8月31臼から9月6日の7日間，第3回

ヨーロッパ触媒会議（EUROPACAT－ⅠⅠⅠ）が中世の

街並みをそのまま残すクラクフ（Krak6w）で開催さ

れた。ポーランド南部にあるクラクフは，地理的に

ヨーロッパのはぼ中心に位置し，主催者が事あるど

とに「東西の垣根がなくなった今，本会議を開催す

るのに絶好の場所だ」と強調していた。ポーランド

科学アカデミーのJ．Haber教授を組織委員長とし，

1364年に設立されたポーランド最古，中央ヨーロッ

パでは2番目に古く，あのコペルニクスも学んだと

いうヤギェウォ大学を中心に行われた。

本会議を主催したヨーロッパ触媒学会は，20ケ国

以上のヨーロッパ諸国の触媒関連学会を統合し，ヨ

ーロッパにおける科学分野での触媒研究の地位およ

び世界の触媒研究におけるヨーロッパの地位を向上

させることを目的として，1990年に設立されたもの

で，この趣旨に沿ってか，口頭発表論文の中には，

内容よりはむしろ地域的バランスから選ばれたと見

受けられるものも散見できた。さらに本会議は若手

の育成に力を入れているようで，口頭発表者に占め

る若手の割合は他の国際会議に比べて非常に高いの

も特徴であった。因みに第4回（1999年）は当初ポ

ローニヤ（イタリア）での開催が決定していたが，ポ

ローニヤは物価が高いとの理由から，開催地をアド

リア海沿いのリミニ（イタリア）に変更された。これ

も，参加費をできる限り低く抑えて，若手研究者の

参加を促すためとの説明があった。

参加者は約800名で，ポーランド（157名），フラ

ンス（82名），ドイツ（66名），イタリア（64名），ロ

シア（60名），オランダ（52名）をはじめとするヨー

ロッパ36ケ国からが大半を占め（約760名），その他

アメリカ合衆国（16名），日本（12名）などヨーロッ

パ以外の9ケ国から約40名の参加者があった。

本会議では，J．G．McCarty（USA），A．J．Kirby

（UK），J．K．Nrrslov（Demmark），G．Ertl（Ger－

many），WKaminsky（Germany）による5件の特

別講演が行われた。最終日を除く毎朝，全員参加に

よる特別講演でスタートし，その後各会場に分かれ

てシンポジウム形式で一般発表が行われた。9月3

日は，スロバキアとの国境まで出かけて“川下り”

と“ピクニック”のfullday
excursionであった

が，この日の朝も全員ラフな服装で特別講演を聞い

た後，エクスカーションに出発した。

今回の会議では，酸・塩基触媒，酸化触媒，水素

化触媒などの伝統的な触媒（反応）別の分類ではな

く，現在注目されているトピックス別にシンポジウ

ムを設定していた。排ガス浄化に関わる「環境触媒

（口頭25件／ポスター25件）」と燃料からの脱硫，

脱窒素反応を主とした「水素化処理（15／38）」の大

気環境問題に関わるシンポジウム，および「C－H結

合活性化（15／37）」，「炭化水素への酸素挿入（21／

59）」，「C－C結合形成（27／79）」の軽アルカンの

有効利用に関わるシンポジウムでの発表件数が多く，

環境，資源，エネルギーへの関心の高さが伺われた。

また，「触媒調製」に最近進歩の著しいナノ化学，

ナノ物理の考え方や手法を取り入れた「ナノテクノ

ロジー（14／41）」での発表も多く，新しい研究の流

れを象徴するものの一つであった。これら以外に，

「光・電気の関わる触媒作用（11／13）」，「界面にお

ける振動現象（12／8）」，「生体模倣・酵素触媒作用

（8／13）」，「反応器，膜，プロセスの進展（7／13）」，

「触媒の再生，リサイクル，回収（8／8）」，「分子動

力学，触媒反応のモデル化における新概念（9／21）」，

「その他（0／91）」のシンポジウムが開催された。私

は主に「環境触媒」のシンポジウムに参加したが，

「環境触媒」のように比較的実用に近い分野において

も，触媒のキャラクタリゼーションや反応機構とい

ったヨーロッパの伝統的なスタイルである基礎研究

が多かったのが印象的であった。

スイスを経由してワルシャワ空港へ着陸する直前

に「晴れているのに，町全体に“もや”がかかって

いる」と感じ，クラクフ滞在中も，遠くの山が見渡

せるはど視界の良好な日は一日もなかった。日本で

も大気環境が悪化しているが，まだデータで示され

るだけでなかなか実感が伴わない。石炭を主燃料と

して，後処理することなく排ガスを放出している国

の現状を自分の肌（目）で感じ，環境触媒の重要性に

対する認識を新たにして帰途についた。
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Zeolite，97参加報告

三井化学（株） 杉 山昇子

Zeolite，97（5thInternationalconferenceon

theoccurrence，Proper亡ies，andutdizationof

Naturdzeolites）が，Internationalcommittee

onNaturalzeolites（ICNZ）とItalianZeoliteAs－

sociation（AssociazioneItalianaZeoliti，AIZ）の
主催で1997年9月21日から29日まで，イタリア南

部Ischia島（ナポリ市沖）で開催された。参加者は

約170人，参加国数は約50ケ国だった。イタリアを

はじめ，フランス，ドイツ，スイス，ギリシャ，ル

ーマニアなどヨーロッパ各国と，ロシア，韓国，日

本，アメリカ，メキシコ，アルゼンチンからの参加

者が多かった。山脈や火山の多い天然ゼオライト産

出国からの参加が多かったようだ。日本からは計8

名が参加した。

発表は，PlenaryLectureが7件，口頭発表36

件，ポスター発表71件の合計114件が行われた。

PlenaryLectureと口頭発表は全て一つの会場で行

われ参加者全員が一つの会場に集まるという形態だ

った。内容に応じて5つの Session（①Thermal

andX－rayCharacterization，②crystalchemis－

tryandStructure，③GeologyandMineralogy，

④propertiesandMethods，⑤Applicationsl，

2，3）に分けられていた。（彰から④では，ゼオライ

トのイオン交換能やガス吸着特性など基礎物性に関

する研究が主体で，⑤ではその性質を応用し，環境

有害物質の処理などの環境面での利用や，家畜飼料

へのゼオライト添加による家畜体内の有害物質除去

や豚のダイエット効果などの畜産面での利用，さら

に植物育成を目的とした窒素肥料分徐放割としての

応用研究など，様々な利用方法について発表された。

天然ゼオライトの研究は，ゼオライトそのものの

基礎物性に重きを置いた基礎研究から，農業，畜産，

水産，環境，医学，触媒等の分野での応用研究まで

非常に幅広い分野にわたっている。この為，同じ「天

然ゼオライト」の研究でもその研究手法は千差万別

で，様々な分野の研究者が集まった学会だったと思

う。また，非常に自然と密着した学会で，工業的あ

るいは産業的なメリットだけでなく，地球規模のメ

リットという観点から見た研究が多い様な印象を受

けた。発表中に頻繁に主張されていたこととしては，

写真10peningCeremony

中央：F・A．Mumptoll，ChムrmanICNZ
左：R．Aiello，President，IZA

天然ゼオライトの物性，化学的性質は採掘される場

所によって微妙に異なるため，それぞれの最適な活

用法を確実に検討し効率よく利用する必要があるこ

と，が挙げられる。

エクスカーションは，まず学会が開催されたIschia

島の周辺を船で一回りし，その後吉の洞窟やフニク

リフニクラJの「火の山」などで有名なカプリ島へ

わたるコースだった。船から見たIschia島は，断崖

絶壁が多く，見事な地層が露わになっているのが良

く分かった。この地層中には天然ゼオライトが豊富

に含まれており，参加者は，黄色，褐色，緑色など

の巨大バウムクーへンのような層を見つけては，立

ち上がり歓声を上げカメラを向けていた。天然ゼオ

ライト学会の開催地として選ばれたIschia島近辺は，

単なるリゾート地ではなくゼオライトの宝庫だった

ことを目の当たりに見て感激した。

バンケットは，学会会場のHOTELContinental

Terme（温泉）の中庭で行われ，豪華でおいしいイ

タリア料理を楽しんだ（ケーキが絶品でした）。

次回開催地については，全セッション終了後の

ICNZBusinessMeeti咽で話し合われたが，この会

議自体が3－5年周期の不定期開催である事，また

会議運営が財政的に苦しいことなどのため，次回開

催時期・開催国は決定されなかった。とりあえず米

国NASAの研究者が事務局的な役割を果たすことに
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なった。非公式には会議未開催の有力国として日本

での開催を望む意見が多かった。

残念ながら払は参加できなかったが，全セッショ

ン終了後に二泊三日のフィールドトリップが行われ

た。天然ゼオライトの代表的産地の一つであるイタ

リア中南部の火山地帯（ナポリ近郊のPhlegraean

Fleldからイタリア中央部Northern Latium

Region）を中心に，ゼオライトブロック鉱床やゼ

オライトを建築材料として利用した建造物等を見て

回ったそうだ。古代から建造されてきたナポリ市街

の主要な建物は「ナポリタン・イエロー・タフ」と

呼ばれる地層がゼオライト化した煉瓦状ブロックに

より造られている。このゼオライトブロックの建築

への利用はナポリ市周辺に限らずイタリア全土に及

んでいるらしい。フィールドトリップはローマで解

散となり，本学会の幕が閉じられた。

最後に学会中にお世話になりました日本の先生方

をはじめ，本レポート執筆に際しても御助力頂きま

した島根県立工業技術センターの野田修司様に深く

感謝を申し上げます。

写真2 バンケットのIschia島を

形取ったケーキ
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第14回ゼオライト研究発表会

11月に東京で開催

第14回ゼオライト研究発表会は，11月12日（木）と

13日（金）の両日，上智大学で開催されることになり

ました。詳細は次号でお知らせいたします。

第6回ゼオライト夏の学校

昨年のゼオライト真の学校は，お陰様で大変好評

でした。参加者のど意見を参考にしながら，第6回

の真の学校を下記のように企画致しました。

研究の第一人者と共にすごし，ゼオライトの基礎

から最近の話題・展開・展望まで広く学ぶ絶好の機

会です。また，自分の研究を発表し，多くのコメン

トを頂ける貴重な機会でもあります。今回は会場を

海の近くに準備しました。真の学校では，初めてか

もしれません。多数のど参加をお待ちしております。

主 催：ゼオライト学会

日 時：7月16日（木）－7月18日（土）

場 所：コスモ石油湘南セミナーハウス

〒240－0107神奈川県横須賀市湘南国際村1「4－1

TELO468－58－1818 FAXO468－58－1819

（来客用駐車場がありませんので，自家用車でのお

越しはど遠慮下さい。参加者には現地までの地図

をお送りします。）

形 式：講義およびポスター発表

講師と題目：

○佐々木優吉（ファインセラミックスセンター）

「低電子線照射量でのTEM観察によるゼオライ

トの構造解析」

○野村淳子（東工大資源研）

「IRで観るゼオライト細孔内での低級オレフイン

分子（〈C4）の挙動」

○山崎淳司（早大理工）

「数種の天然産ゼオライトの特異性と利用」

○山本貞明（三井化学）

「形状選択性ゼオライト触媒の開発とAFM観察」

○吉川正人（東レ）

「結品性ジンコシリケートモレキュラーシーブの

合成と構造」

ポスター発表：20件程度

定 員：50名

参加費用：

一般30，000円

学生10，000円（テキスト・宿泊・懇親会費を含む）

当日会場にて徴収します。

申込蹄切：5月8日（金）

申込み先：氏名・年齢・性別・所属・達路先・ポス

ター発表の有無（有の場合タイトル）を明記の上，

下記までFaxまたはE－mailでお申込みください。

★松方正彦 早稲田大学理工学部応用化学科

Tel＆Fax：03－5286－3850

E－mail：mmatsu＠mn．waseda．ac．jp

★給木 崇（株）コスモ総合研究所第3研究室

環境技術グループ

Tel：0480－42－2211 Fax：0480－42－3790

E－mail：CSMOO389＠niftyserve．or．jp

平成10年度講習会のこ案内

「ゼオライトの計算化学プログラム」

恒例となりました当学会の講習会ですが，本年度

は（株）ケー・ジー・ティーのご協力により，標記の

企画を致しました。今回取り上げるソフトウェアー

は“Cerius－2’’です。市販の計算化学ソフトの殆ど

は有機物の分子設計が主な対象ですが，本ソフトは，

有機物のみならず広範囲の無機物（結晶）の解析を

も可能にし，とりわけゼオライトの分子動力学計算

・モンテカルロ法による吸着シミュレーション等に

おいて他にない機能を包蔵しております。講習会で

は2人一組でワークステーションに入力し，実地体

験して頂くことを意図しております。

［主 催］ゼオライト学会

［日 時］平成10年5月22日（金）10：30－16：30

［会 場］株式会社ケー・ジー・ティー講習会会場

東京都新宿区新宿2－8－8，都民東邦新宿ビル5階

（JR新宿駅東方徒歩約15分）

［主な内容］・

ocerius－2の機能（モジュール）紹介

○ゼオライトの結晶構造の構築およびⅩ繰回折パタ

ーンのシミュレーション

○ゼオライトのモンテカルロ法による吸着シミュレ

ーション
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［講 師］清水英樹氏（（株）ケー・ジーニティー）

［参加費］約3000円（テキスト代）

［参加定員］16名

［申し込み先］

〒305－8567茨城県つくば市東1一ト3

工業技術院地質調査所 谷口政碩（世話人）

（Tel．）0298－54－3761，（Fax．）0298－54－3533

氏名，所属名，連絡先（所属機関の所在地，電話，

Fax）を必ず記入

［申し込み期限］平成10年4月30日（木）

なお定員に達した二際には期限前であっても締め切

らせて頂きます。

lnternationalWorkshop

OnZeoliticMembranesand Films

－PostConferenceoflCIM598－

June28－30．1998

Gifu．Japan

Or9anizedby

TheZ㊤OIiteSocietYOfJapan

TheMembranceミねcietYOfJapan

JapanFineCeramicsCenter

CallforParticipation

hvitatioII

The
zeolite Society ofJapan，the Membrane Society

OfJapan，andJaI）an FiIleCeramicsCenter（JFCC）are

most pleased and honored to anIlOunCe theInter－

nationalWorkshop on Zeolitic Membranesand Films，

inJuIle，1998，in Gifu，JaI）an，Close to Nagoya，aS a

Post Conference of the 5thinternatioIlalconference

Oninorganic membranes（ICIM5 98）which willbe
held onJune 22－26，1998in Nagoya，JaI）an．The

Organizing Committee cordiallyinvite you tof〉articil

Patein this workshop．Thisinternationalworkshop

intends toreviewthestate－Of－artOfzeoliticmembranes

and films，the extremely exciting field of zeolite
re－

SearCh，andtoexchangeiIlformationonrecentdevelofト

ments．

Chaima皿

Shin－ichiNakao，ThetJIliversityofTokyo

GemeralSecretaⅣ

MasahikoMatsukata，WasedaUniversity

3ヰ10kubo，Shilカyuku－ku，Tokyo

Phone：十81－3－5286－3850

FAX：＋8ト3－5286－3850

E－mailこmmatSu＠mn．waseda．ac．jp

Scbedule

Sun．JuIle28 Registration

19：00－21こ000peningRemarks

Sessionl

169－0085，JaI）an

Mon．June29

09：00－12：00

13：30－17二00

18：00－

Tue．June30

09：00－12：00

Session2

Session3＆Posters

Party

Session4

ClosingRemarks
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InvitedLectllreS

Chao，K．J．，Tsai，T．G．，Wu，C．Nリand Shih，H．Cリ

TsinghuaUniversity，Taiwan

“The Membrane of Aligned

Julbe，A．，andDalmoIl，J．Aリ

ChessurlaCatalyse，France

“MFIZeolite Membranes．

mancein Separative and

cations”

Kapteijn，F．，Van de Graaf，

Molecular SieveCrystals”

CNRS－Institut de Recheト

Pref〉aration a皿d Perfor－

Catalytic Reactor Af〉Plト

J．M．，and Moul帥，J．A．，

DelfttTniversityofTecbIlOIogy，TheNetherlands

“Permeation and Separation ModelingÅspects of a

Silicalite－1Membrane”

Kita，HリYamaguchiUniversity，Jaf〉an

“Pervaf〉OrationUsingZeoliteMembranes”

Kiyozumi，Y．andMizukami，F．，NatioIlalInstituteof

MaterialsandChemlcalResearch，Japan

“Preparation of Selトsuf〉POrting Zeolite MembraIleS

andTheirProperties”

Kusakabe，K．，and Morooka，SリKyushu University，

Japan

“ZeoliteMembranesforCO2Sef〉aration”

Liu，YリCai，QリPang，WリandQi叫SリJilinUIliversity，
China

“SyIlthesis ofMesopore FilmsonDifferent SuI）POrtS”

Matsukata，M．，WasedaUmiversity，Japan

“DryGelConversion Sy山血esisofZeoliticMembranes

andTheirProperties”

Mintova，S．，Mo，S．，Yasuda，K．，and Bein，TリPurdue

University，USA

“Microwave SyIlthesisofZeolite Filmsfor SeIISOrAI）－

Plications”

Noble，R．DリaIld Faloner，J．L．，Un汁ersityofColo－

rado，USA

“SynthesisaれdAf〉PlicationsofZeoliteMembranes”

Okubo，T．，Nakazawa，T．，and Sadakata，MリTheUIli－

VerSityofTokyo，Jaf）an

“EarlyStageofSi－ZSM－5FilmFormation”

Sano，T．，JaI）an AdvancedInstitute of Science and

Technology，JaI）an

“Pref〉aration of Zeolite Membranes and Their Per－

VaPOrationPerformance”

Tanaka，KリFalconer，J．L．，Noble，R．D．，University

OfColorado，USA

＝CharacterizationofZeoliteMembranes”

Tsapatsis，M．，University of Massachusetts，Amherst，

USA

“TheInfluence of
Microstmcture on Permeation Pro－

PertiesofMFIMembranes”
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Venue

NagaragawaCoIlVe皿tionCenter

2695－2N昭ara血ukumitu，

Phone：十8ト58－296－1200

FAX：十8ト58－296－1210

ゼオライト （32）

Gifu502－0817，Gifu，Japan

OfBcialb皿guage：Englis血

RegistrationFee

Delegates ￥25，000

Students＊ ￥10，000

Registfationfeeincludesabstractbook，1unchesduring

the workshoI），ticket for party and hotelexpensefor

June28－30（two nig血t，includimgone dinnerandtwo

breakfasts）．
＊For
students，Party Ticketis notincluded．Itis

availablefor￥8，500．

No refund willbemadeforthecancellationafterMay

28，1998．

Masah汰oMatsukata，WasedaUniversity

3ヰ10kubo，ShiIづyuku－ku，Tokyo169－0072，Japa皿
Pbone：＋8ト3－5286－3850

FAX：＋8ト3－5286－3850

E－mail：mmatSu〈率mn．waseda．ac．jf〉

Åccommodatio血

HotelJYUI‡ÅCHIRO

（3f〉erSOnS／JapaIleSe－Styleroom）

10M血ato－maCbi，Gifu500－8009，Japan

Phone：十81－58－265－1551

FAX：十8ト58－263－7518

Single rooms willbe available with extra charge of

￥3，000per血ght．Forthereservation，Pleasecontact：

JTBEve几t＆Co皿VentioれService

5F Ryosbin Bldg．，4－8－12 Meieki，Nakamura－ku，

Nagoya450－0002，Japan

P血oneニ＋81－52－561－9880

FAX：＋8ト52－54ト2520

E－mail：jtbecs＠dn．or．jI）

Party

CormorantFishiIlgOntheNagaraRiver

6：00f〉．m．一Mon，June29

T血is fishing with welltrained cormorant birdsis a

unlqueandprimitivemethodfromancienttimes・The

fis血ingisdescribedinold電toriesa皿dancientchronicles

OfJaI）an．1200yearsagotheemperorgaveconsidera－

blepraisetotheayu（sweetfish）caughtintheNagara

River．T血us，SafeguardedbytheShogun（General）in

eachera，thecormoraIltfishingllaSCOntinuedthrought

the years・You cane叫OyViewingthisuniquefishi爪g

fromtbeboat．

10thlNTERNAT10NALSYMPOSIUM

ONINTERCALAT10NCOMPOUNDS

ISIClO
May30－June3．1999

0kazaki．Japan

WWWHomePa9eAddressこ

http：〃WWW．chem．titech．ac．jp／～isic／

FirstAnnouncement

DearColleague，

The Organizing Committee takes pleasureiIlinvitimg

you to participatein theInternationalSymposium

OnIntercalation ComI）Ounds which willbe血eldiIl

Okazaki，Jaf〉an，May30－June3，1999．Thiswillbe

the tenthin the series which’began withthe
Franco－

American CoIlference onIntercalationCompouIldsof

Graphite at La Napoule，Fra爪Ce（1977）．E叩anding
the scof〉etOmOregeneralintercalation，the successive

meetings were heldin Providencetown tTSA（1980），

Pont均一MoussonFrance（1983），TsukubaJapan（1985），

Jerusalem Israel（1987），Berlin Germany（1989），

Orleans France（1991），Louvain－1a－Neuve Belgium

（1993），Vancouver Canada（1995）and Archachon

France（1997）．

bcatioII

ThecityofOkazakiissituatedalmosti皿thecenterof

theJapaIIMaiIlIsland，i．e．，Just between Tokyo and

Osaka，aIld very close toNagoyawhichisthe4仙1ar－

gest cityinJapan．Okazakiislocatedabout300km

WeSt Of Tokyo and 200km east Osaka，and can be

reac血ed withiれ about 3
hours and 2血ours by the

S叩er－raPid ShinkaIISen Line，reSPeCtively． From

Nagoyait takes30minutes bylocaltrain．It should

be mot¢d t血at Okazakiis t血e birthplace ofIeyasu

Tokugawa，Who must be worldfamous as a modelof

“Shogun”．

ThesymposiumwillbeheldintheOkazakiConference

Centerin t血e camf〉uS Of OkazakiNationalResearch

Institutes．

ScoI〉e

Inthissymf〉OSium，WeWillfocusoIlbasicideasinboth

the physics and c血emistry ofintercalation materials，

SuCh as graf〉hite，仙11erenes，Carbon manotubes，Chal－

COgenides，0Ⅹides，Clays，ZeOlites and other related

materials．

ThefollowiIlgtOPICSWillbecovered：

・Newintercalation
comf〉Ounds and new synthetic

routes

・Thermodynamics，kineticsaIldreactionmechanism

・Structureandlatticedynamics

．Phasetransitions

・Electronic prof〉erties，Chargetransfer，bandstmctures

・Transportf〉rOI）ertiesandsuf〉erCOnductivity

・MagIleticproperties

・ElectrochemicalI）rOPerties

・Intercalationelectrodesforadvancedbatteries

・Otherpresentandf〉Otentialapplications
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Thescientificprogramwillconsistofplenarylectures，

Oralandpostersessions．

Å11acceptedpaperswillbepublislledint血eConfereれCe

Proceedingsasaspecialissueof〃oJec“J戊rC′γ∫JβJ∫α〃d

エゴq〃ブdCJγ∫J♂J∫．

Deadli皿eSandhlPOrtantDates

Second Circular‥．‥‥．．．

SubmlssionofAbstracts‥‥

ReplytoAuthors ‥‥・‥・

RegistratioIl‥‥‥‥‥‥

Symposium‥‥‥‥・‥・

‥Sef〉temberl，1998

・December15，1998

・‥January31，1999

・‥‥Marchl，1999
May30－June3，1999

May30（Sun）RegistratioIlandWelcomeReception

May31（Mon）toJune3（Thu）

Symf〉OSiaaIldPostersessions

Junel（Tue）EveningBaIlquette

Ma止ingaddress：

ISIClO

Prof．Tos血iakiEnoki

DepartmentofChemistry

TokyoInstittlteOfTechnology

Ookayama，Meguro－ku，Tokyo152－8551，JapaII

Teland Fax：81－3－5734－2242

E－mail：isic＠chem．titech．ac．jp

－お知らせ－

1998年4月1日より，ゼオライト学会事務局が下記に移動します。

なお事務局への連格は，なるべくFaxまたはE－mailにてお願いします。

〒680－0945鳥取市湖山町南4－101

鳥取大学工学部物質工学科 丹羽研究室内

「ゼオライト学会事務局」（明記して下さい）

電話＆Fax：0857－3ト5256

E－mail：zeo＠chem．tottori－u．aC．jp
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国内特許

ゼオ ラ イト

9－140305ニ 魚釣り餌のぬめり取り材（東北ムネカ

タ）

9－140370：たばこエレメントおよびその製造方法

（ダイセル化学工業）

9－140395：光学活性ペンゾインの製造法（環境科

学センター）

9－141040：加圧密閉空間における炭酸ガス除去方

法及び装置（川崎重工業）

9－141053：揮発性有機物の回収方法（三菱重工業）

9－141106：排気ガス浄化用触媒（日産自動車）

9－141109：リチウム回収のための熟推進イオン交

換プロセス（プラクスエア テクノロジーINC）

9－142819：異物質を内包したカーボンチューブ及

びその製造法（三菱化成）

9－142831：層状アルカリ金属ケイ酸塩の製造方法

（ライオン）

9－143013：植物活力剤（焼津水産化学工業）

9－143105：プチニルーm一手シレンの製造方法

（コスモ総合研究所，コスモ石油）

9－143162二

化学）

9－143164：

化学）

9－143179：

（栄研化学）

9－143299：

9－143319：

メチルピリジン類の分離方法（新日鉄

メチルキノリン類の分離方法（新日鉄

プロポリス由来のペンゾビラン誘導体

発泡体（積水化学工業）

ブロー成形性に優れた難燃性樹脂組成

物および難燃性ブロー成形品（東レ）

9－143459：

9－143500：

ン）

9－144816：

9－147077：

9－147078：

9－147920：

9－150035：

9－150056：

温水蓄熟材（東北ムネカタ）

高嵩密度粒状洗剤の製造方法（ライオ

搬送用歯付ベルト（三ツ崖ベルト）

カード（大日本印刷）

カード（大日本印刷）

非水電解質二次電池（松下電器産業）

窒素酸化物の除去方法（東ソー）

ハニカム状セラミック体及びその製造

方法（カワタ，大阪府）

9－150060：炭化水素油の接触分解用触媒（コスモ

総合研究所，コスモ石油）

9－150061：

9－150165：

9－150192：

9－150493：

ト）

9－151139：

回収方法

9－151147：

9－151151：

（34）

アンモニア分解触媒（触媒化成工業）

水処理方法およびその装置（東レ）

有機性汚水の処理方法（荏原製作所）

メラミン樹脂化粧板（住友ベークライ

ペンゾチオフェンとナフタレンの分離，

（新日鉄化学）

手シレノール異性体の分離方法（東レ）

4－メトキシフェノールの製造方法

（出光石油化学）

9－151152：アセトン脱水縮合物の製造方法（三井

東庄化学）

9－151153：アセトン脱水縮合物の製造方法（三井

東庄化学）

9－151154：アシル基置換芳香族化合物の製造方法

および製造用触媒（東レ）

9－151155：

（東レ）

9－151156：

（東レ）

9－151173：

学）

9－151176：

9－151192：

アシル基置換芳香族化合物の製造方法

ハロゲン化芳香族ケトンの製造方法

インドールの分離回収方法（新日鉄化

キノリンの分離回収方法（新日鉄化学）

コバルトシッフ塩基錯体及び酸素分離

用錯体溶液並びに酸素分離方法（日本酸素，工業

技術院長，大陽東洋酸素）

9－151193：酸素分離用錯体溶液並びに酸素分離方

法（日本駿素，工業技術院長，大陽東洋酸素）

9－151194：コバルトシッフ塩基錯体及び酸素分離

用錯体溶液並びに酸素分離法（日本酸素，工業技

術院長，大陽東洋酸素）

9－151195：酸素分離用錯体溶液並びに酸素分離法

（日本酸素，工業技術院長，大陽東洋酸素）

9－151271：抗菌性樹脂組成物（三洋電機，アアル

ピイ東プラ）

9－151320：ポリアリーレンスルフィド樹脂組成物

（東燃化学）

9－151321：ポリアリーレンスルフィド樹脂組成物

（東燃化学）

9－151370：混合冷媒およびこれを用いる冷却装置

（旭硝子）

9－151390：高度不飽和脂肪酸及びその誘導体の製
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製方法（備前化成）

9－151544：建材（西川仙道）

9－152222：ケミカルヒートポンプ（エクオス リ

サーチ，アイシン エイ ダブリュ）

9－152683：写真要素の保存改良方法およびそれに

用いる材料（イーストマン コダック CO）

9－153421：コイルボビン用熱可塑性ポリエステル

樹脂組成物（東洋紡績）

9－154320：遺粒コーティング種子およびその製造

方法（タキイ種苗，第一工業製薬）

9－154466：赤潮駆除剤の散布方法（中西幹雄）

9－154570：連作障害防止性を有する徹生物および

それを用いた微生物資材（有機質肥料生物活性利

用技術研究組合）

9－154721：貯蔵米並びにその製造方法及びその装

置（浅野幸紀）

9－154925：機能性メッシュシート，脱臭エレメン

トおよび脱臭装置（ケージーパック）

9－154927：

9－154928：

9－155147：

9－155155：

9－155162：

9－155164：

9－155193：

脱臭体（松下電器産業）

脱臭剤の製造方法（豊田中央研究所）

生物脱臭装置および充填材（栗田工業）

脱臭方法（明電舎）

脱梢方法（明電舎）

脱硝方法および脱硝装置（明電舎）

排ガス浄化触媒および排ガス浄化方法

（アイシーティー，インターナショナル キャクリ

スト テクノロジーINC）

9一柑5194：炭化水素酸化触媒及びそれを用いた窒

素酸化物分析法（リケン）

9－155198：芳香族炭化水素化合物の転化用触媒お

よび転化方法（日本石油）

9－155199：排ガス浄化用触媒（トヨタ自動車）

9－155200：Nq触媒（フォード モーター CO）

9－155397：有機性汚泥の嫌気性消化制御方法およ

びその装置（日本鋼管）

9－157076：

イナム）

9－157119：

9－157207：

9－157208二

9－157209：

発酵培および生こみ処理装置（東洋ダ

抗菌剤（ミヨシ油脂）

イソホロンの製造方法（三井東圧化学）

イソホロンの製造方法（三井東圧化学）

芳香族ケトン化合物の異性化方法およ

び異性化触媒（東レ）

9－157265：プロピレンオキサイドの製造方法（住

友化学工業）

9－157583：非発泡性被覆形成用ウレタン系樹脂組

成物及びその用途（鴻池組，藤田 明）

9－157593：耐熱性塗料（昭和電線電檻）

9－157614ニ ポリ塩化ビニル用抗菌性粘着剤組成物

（矢崎総業）

9－157659：廃プラスチック熱分解生成物中の高沸

点オイルの低分子化装置（日立造船）

9－157978：消臭・坑菌性アクリル系合成繊維から

なる繊維製品（鐘紡）

9－159325：乾燥器付き冷凍サイクル装置（日立製

作所）

9－164321：脱硝方法（明電舎）

9－164332：窒素酸化物除去用無定形ペロブスカイ

ト型担持触媒及びその製造方法（コリア リサー

チINST オブ cHEM テクノロジー）

9－164335：排ガス浄化触媒（次世代排ガス触媒研

究所）

9－164338：炭化水素接触分解用触媒組成物の製造

方法（触媒化成工業）

9－164761：インクジェット用記録媒体（コニカ）

9－185205：高純度酸素の製造方法（共同酸素）

9－165256：セラミック焼成品の製法（無添加食品

販売協同組合，クニミネ工業）

9－165311：抗菌水性ワックス組成物，及びその製

造方法（新東工業）

9－165359：メチルアミンの製造方法（日東化学工

業）

9－165498：電子部品封止用樹脂組成物（住友ベー

クライト）

9－166014：ディーゼルエンジンの排気浄化装置

（トヨタ自動車，豊田中央研究所）

9－168583：消臭機能を有する粘着シート（五洋紙

工）

9－168715二

9－168720：

9－168724：

9－168742：

空気分離用の前処理装置（日立製作所）

窒素酸化物の除去方法（東ソー）

窒素酸化物の除去方法（東ソー）

単一モード又は多モードの触媒担体又

は触媒，その製造方法及び塩素の製造方法（ベー

アー エス エフ AG）

9－169073：低発泡エチレン重合体樹脂積層抗菌・

防徽性シート（ポーレン化学産業）

9－169506：ガス混合物から窒素を吸着分離する方

法（ビー オー シー グループINC：ザ）

9－169519：ケイ素に富むゼオライト，その製法及

び気体から水銀を除去する方法（デグッサ AG）

9－169681：環状アルコール中の環状オレフィンを
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低減させる方法（旭化成工業）

9－169753：2－オキセタノン類化合物の製造方法

（徳山曹達）

9－169947：ポリオレフィン素材用一液型塗料組成

物（藤倉化成）

9－169999：高濃度界面活性剤粒子およびそれを含

有する高嵩密度粒状洗剤の製造方法（ライオン）

9一け0110：抗菌性，脱臭性および防虫性を有する

と共に，達赤外線放射特性を有するレーヨンの製

造方法（前田信秀，ジエガラニン）

9－け2952：鮮度保持シート（ユニチカリサーチラ

ボ）

9－173375：使い捨て懐炉を遠赤外線放射体に変え

る方法（大里荘太郎）

9－173720：

9－173757：

9－173758：

ニチアス）

9－173778：

9－173799：

られた膜

ル）

9－173800：

真空濾過装置（月島機械）

精製装置（大同はくさん）

高沸点溶剤回収装置（東邦化工建設，

排気ガス浄化用触媒装置（日産自動車）

担持ゼオライト膜の生成方法および得

（アンスチ．フランセ デュ ペトロー

ガラス質細孔による担持ゼオライト膜

の生成方法及び得られたゼオライト膜（アンスチ．

フランセ

9－173827：

製造方法

9－173853：

デュ ペトロール）

吸着特性が向上した炭化水素吸着体の

（コーニングING）

アンモニウムイオン交換ゼオライトY

の焼成方法および焼成ゼオライトYを含む炭化水

素油接触分解触媒（触媒化成工業，コスモ石油，

コスモ総合研究所）

9－173854：触媒担体の製造方法およびそれを用い

た水素化分解触媒の製造方法（触媒化成工業）

9－173863：ジメチルエーテル製造用触媒およびそ

の製造方法並びにジメチル工－テルの製造方法

（日本鋼管，藤元 薫）

9－174064：ミネラル水製造用カートリッジ並びに

このカートリッジを用いたミネラル水製造装置

（原田良男）

9－174645：地中埋設ケーブル防護管（積水化学工

業）

9－け5801：活性酸素発生剤およびそれを用いた活

性酸素発生方法（森田健一）

9－175816：官能基を有するモノマー有機化合物を

用いて形成したインターカレーション物及び剥離

物（アンコルINTERN CORP）

9－175817：ゾル・ゲル組成物（コープケミカル）

9－175818ニ ゼオライトβの合成方法（東ソー）

9－176073：プロペニルエーテル化合物の製造方法

（三洋化成工業）

9－176080：アシル基置換芳香族化合物の製造方法

および製造用触媒（東レ）

9－176462：難燃性ポリエステル樹脂組成物（三菱

レイヨン）

9－176834：

9一け6881：

9－176687：

9－176949二

凌諜土砂の改良方法（フジタ）

脂肪酸の異性化（ユニへマ へミーBV）

結晶性無機ビルダーの製造方法（花王）

分割型複合繊維から得られた抗菌性不

織布及びその製造方法（ユニチカ）

9－177295：畳下敷き材（東北ムネカタ）

9－180706：電解膜およびカソード膜上のその光楕

かけ結合法（エニリチェルチェ SPA，オリベッ

ティ パーソナル コンピュータ SPA）

9－180749ニ
ー酸化炭素除去用触媒体およびこれを

用いた改質ガス中の一酸化炭素除去方法（松下電

器産業）

9－182718：歯科用ミラー（臼井国際産業，押田良

機）

9－182782：消臭シート（五洋紙工）

9－183613：スメクタイト系粘土鉱物の乾燥体及び

その製造方法（ライオン）

9－183645二 生物易付着性コンクリート（ヤマウ）

9－183724：ナフタレンカルポン酸誘導体（栄研化

学）

9－183739：芳香族化合物のアル手ル化方法（エニ

ーヘム SPA）

9－183757：アミンの製造方法（ベー アー エス

エフ AG）

9－187183：ペット用トイレ砂（ユニチカ）

9－187657：小型分子の選択的除去触媒とそれを使

用する方法（三井東庄化学）

9－187658：芳香族炭化水素化合物の転化用触媒お

よび転化方法（日本石油）

9－187659：炭化水素油用水素化脱硫触媒の製造法

（コスモ総合研究所，コスモ石油）

9－188611：表面被覆薄片状粉体，その製造方法及

びそれを配合した化粧科（ノエビア）

9－188638：ジハロゲン化ベンゼン鼻性体の分離方

法（東レ）

9－188883：ディーゼルオイルの水素化転換方法
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（中国石油化工総公司，中国石油化工総公司撫順

石油化工研究院）

9－188886：貯蔵所における天然ガスの全体処理方

法（アンスチ．フランセ デュ ペトロール）

9－189478：

9－192158：

9－192205：

9－192486二

9－192495：

成工業）

9－194210：

9－194245：

鉄工）

9－194267：

冷凍冷蔵庫（日立製作所）

保温及び保冷用パック（近江鉱業）

脱臭体（松下冷機）

エンジンの排気ガス浄化触媒（マツダ）

カルポン酸エステル製造用触媒（旭化

合成マイカの製造方法（トピー工業）

撥水性窯業系建材の製造方法（久保田

生態系の積ブロックとその製造方法

（開発コンクリート，透見彰男，益田茂明）

9－194313：流水性除菌剤（遠藤弘明）

9－194412：フェノールの製造方法（宇部興産）

9－194416：フルオロメチルー1，1，1，3，3，3－ヘキ

サフルオロイソプロピル工－テルの精製方法（セ

ントラル硝子）

9－194438：アミンの製造法（ベー アー エス

エフ AG）

9－194620：熱可塑性樹脂発泡体の製造方法（東ソ

ー）

9－194776：インクと塗布方法とシート状部材（松

下電器産業）

9－195278：緑化基材及びその調整方法，並びに該

基材を用いた法面禄化工法（東興建設）

9－195291：

9－196518：

機）

9－201210：

9－201405：

9－201511：

9－201530：

緑化ブロック（有吉隆幸）

冷凍サイクル（松下電器産業，松下冷

靴の中敷（リード）

消臭剤（三木理研工業）

脱臭用土壌（大林組）

炉雰囲気排ガスからの溶接用シールド

アルゴン回収法（共同酸素）

9－201533：窒素酸化物接触還元用触媒（石油産業

活性化センター，堺化学工業）

9－201538：環状オレフィン水和触媒の再生方法

（三菱化成）

9－201821：ゼオライト／樹脂複合材科（東北ムネ

カタ）

9－202614：ゼオライトコーティング溶液およびそ

の溶液によるゼオライトコート銅板の製造方法

（日新製鋼）

9－202615：ゼオライト膜及びその製造方法（ノリ

タケカンパニーリミテド）

9－202678：

ントー）

9－202852：

学工業）

9－204560：

9－204807：

紙工）

9－206524：

抗菌性を有するタイルの製造方法（ダ

熱可塑性樹脂組成物（大日本インキ化

抗菌ボタン（光波，久保田鉄工）

消臭機能を有する照明付属器具（五洋

セラミックフィルターの製造方法（ブ

リヂストン，成田製陶所）

9－206557：排気ガス流から揮発性有機化合物を除

去する装置および方法（コーニングINC）

9－206561：窒素酸化物の除去方法（東ソー）

9－206800：脱硝用触媒及びこの触媒を用いた脱梢

方法（明電舎）

9－206601：

9－206602：

仁，高田

9－206680：

ゼオライト触媒の再生方法（三菱化成）

光触媒の定着方法（藤島 昭，橋本和

誠，神山真一，松原弘一，石原産業）

抗菌・防カビ性を有するゼオライトコ

－ティング方法（日新製鋼）

9－206745：アンモニウムイオン含有水の処理方法

（栗田工業）

9－206800：水域底泥の処理方法（荏原製作所）

9－207959：液剤充填容器（大正製薬）

9－207967：快削鋼部品及びそれを使った物品の改

質方法（三菱瓦斯化学）

9－208215：非晶質シリカ系定形粒子，その製造方

法及びその用途（水沢化学工業）

9－208219：モルデナイト構造を有するゼオライト

およぴその製造方法（東レ）

9－208273：合わせガラス及びこれを用いた防音板

（住友化学工業）

9－208502：p一手シレンの選択的製造方法（三菱

重工業）

9－208511：芳香族ヒドロキシ化合物の製造方法

（住友金属工業）

9－208532：アミンの製法（ベー アー エス エ

フ AG）

9－208559：環式N－ビニル化合物の製造法（日本

触媒化学工業）

9－208780：安定化されたハロゲン含有ポリマー

（チバ スペシャルティ CHEM ホールディング

INC）

9－208809：半導体封止用樹脂組成物及びそれに用
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いる吸湿性充填剤（水沢化学工業）

9－208868：抗菌性透明尉脂被膜及びその使用方法

（ゴール）

9－209173：抗菌・防カビ性及び耐摩耗性に優れた

セラミックス被覆金属成形部品（日新製鋼）

9－209181：鉄筋コンクリート用防錆材料（佐々木

学，吉田範行）

9－209208：消臭機能を有する造花等室内装飾品

（五洋紙工）

9－209225：杭菌性，脱臭性および防虫性を有すると

共に，遠赤外線放射特性を有する複合レーヨンと

牛乳蛋白繊維とを混紡または交撚して紡糸する加

工糸の製造方法（前田信秀，ジエガラニン）

9－209741：

再生装置

9－211189：

9－215407：

9－215589：

9－215591：

9－215734：

9－215735：

9－215738二

9－215737：

9－215738：

9－215926二

パティキュレイトトラップフィルタの

（カルソニック）

耐硫酸塩用遮蔽材（問組）

肥料を被覆した種子（ゴールド興産）

調理器の調理容器（東芝ホームテクノ）

調理器（東芝ホームテクノ）

消臭性垂れ布（ユニチカ）

脱臭剤及び脱臭部材

脱臭剤及び脱臭部材

脱臭剤及び脱臭部材

脱臭剤及び脱臭部材

（神戸製鋼所）

（神戸製鋼所）

（神戸製鋼所）

（神戸製鋼所）

フォージャサイト型ゼオライトとTON

型ゼオライトとを含む触媒，および石油炭化水素

仕込原料の水素化転換方法（アンスチ．フランセ

デュ ペトロール）

9－215928：車輌空調用脱臭触媒およびその再生方

法（日本電装，日揮ユニバーサル）

9－215945：

9－215983：

化防止材

9－217027：

品川燃料）

9－217619：

静電式ガス吸着機（アテン，寺沢義一）

下水油分固化防止方法及び下水油分固

（三洋化成工業）

抗菌性炊付塗料（小松ウォール工業，

ディーゼルエンジンの排気浄化装置

（トヨタ自動車）

9－220274：殺菌脱臭乾燥用ガス供給装置（藤田佐

内）

9－220438：焼却炉におけるダイオ手シン類の生成

防止材及びその方法（栗田工業）

9－220440：

9－220470：

9－220471：

9－220472：

排ガス浄化方法（豊田中央研究所）

排気ガス浄化用触媒（日産自動車）

排気ガス浄化用触媒（日産自動車）

ジオレフィンの選択的水素添加用触媒

組成物（フィリップス ペトロリューム CO）

9－220473：水素化脱硫及び水素化分解のための触

媒並びに水素化脱硫及び水素化分解の方法（野村

正勝）

9－220474：芳香族ハロゲン化物異性化用触媒およ

び芳香族ハロゲン化物の異性化方法（東レ）

9－220475：排気ガス浄化用触媒（日産自動車）

9－220581：水質改良容器（タイガー魔法瓶）

9－221316：変性層状粘土複合体及びその製造方法

鐘淵化学工業）

9－221879二 廃プラスチックの熱分解油化方法およ

び装置（日立造船）

9－221681：

学工業）

9－221685：

リサーチ

9－222168：

9－224868：

紙）

9－225208：

工業）

9－225247：

プラスチックの油化方法（三井石油化

潤滑基油の製造方法（シェルINTERN

マーチャッピー BV）

液体用シール材（大正製薬）

抗菌化粧紙及びその製造方法（大福製

汚水の処理剤及び処理方法（クニミネ

ゼオライトを用いる圧力交替吸着法に

よりガス混合物から窒素を吸着させる方法（バイ

エル AG）

9－225264：排気ガス浄化用触媒（日産自動車）

9－225265：排気ガス浄化装置（日産自動車）

9－225297：塩化物吸収剤（東洋シーシーアイ，ジ

ャパンエナジー）

9－225301：燻蒸排ガス浄化用触媒および燻蒸排ガ

スの浄化方法（日本触媒化学工業）

9－225305：卵殻状金属触媒の製造方法（チュンク

オ スーユウ クフン ユウシェン コンス）

9－225312：重質芳香族を軽質芳香族へ転化する触

媒及びその転化方法（中国石油化工総公司，中国

石油化工総公司石油化工科学研究院）

9－225313：変性マザイト構造型ゼオライトをベー

スとする触媒，およびアルキル芳香族炭化水素の

不均化および／またはトランスアルキル化におけ

るこの触媒の使用（アンスチ．フランセ デュ

ペトロール）

9－225314：第ⅡA，ⅣB，打BまたはⅣA族の金属

を含むゼオライトオメガベースの触媒のアル手ル

芳香族炭化水素の不均化またはトランスアルキル

化での使用（アンスチ．フランセ デュ ペトロ

ール）
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9－225315：複合触媒のアルキル芳香族炭化水素の

不均化および／またはトランスアルキル化での使

用（アンスチ．フランセ デュ ペトロール）

9－225316：2つのゼオライト触媒の存在下でのア

ル手ル芳香族炭化水素の不均化および／またはト

ランスアルキル化方法（アンスチ．フランセ デ

ュ ペトロール）

9－226068：抗菌性を有する積層シート（凸版印刷）

9－227113：無機多孔質膜の製造方法（工業技術院

長，久保田鉄工）

9－227115：トルマリン混合粉体（アダン鉱山中央

研究所，トーメン）

9－227116二 層状ケイ酸塩の製造方法（工業技術院

長，堺化学工業）

9－227117：水素イオン型変性スメクタイト及び水

浄化剤並びに水素イオン型変性スメクタイトの製

造方法（ライオン）

9－2271柑：水分散性有機粘土複合体，及びそれを

含む増粘剤及び水性塗料組成物（日本ペイント）

9－227119：メラミン樹脂含有有機粘土複合体，及

びそれを含む水性塗料組成物（日本ペイント）

9－227301：

計－227428：

化成）

9－227429：

9－227430：

9－227550：

植物保水割（サナ）

シクロアルカノールの製造方法（三菱

環状アルコールの製造方法（三菱化成）

環状アルコールの製造方法（三菱化成）

エチレンカーボネートの精製方法（三

井石油化学工業）

9－227708：発泡絶縁ポリエチレン被覆用の発泡性

樹脂組成物及びこれを被覆して製造された発泡絶

縁ポリエチレン被覆電線（日本ユニカー）

9－228077：プラズマCVM排ガスの精製回収方法

（森 勇蔵，セントラル硝子）

9－228828：排気浄化装置（日産自動車）

9－230552：抗菌剤を含有する磁気記録媒体（コニ

カ）

9－234364：臭気吸収材（小林製薬）

9－235116：新規な層状ケイ酸塩及びその製造法

（工業技術院長，コープケミカル）

9－235245：環状オレフィン水和反応の停止方法

（三菱化成）

9－235565：パラフィン留分の精製方法（セカ SA）

9－235567：ニッケルーシリカライト触媒を用いた

脱ろう（フイナ テクノロジーINC）

9－235593：漂白洗剤組成物（ライオン）

9－235598：高嵩密度粒状洗剤組成物の製造方法

（ライオン）．

9－235599：容器入り粒状洗剤（花王）

9－235852二 漆喰壁の施工方法（ナショナル住宅産

業，亜細亜工業，水沢化学工業，田川産業）

9－239012：防臭組成物及び消臭抗菌剤（バイオメ

ディク研究所，富士観光）

9－239229：禍湿具（明治クリックス）

9－239263：悪臭処理用吸着剤及びそれを用いた悪

臭処理方法（日立製作所，パブコック日立）

9－239276：排ガス浄化用触媒（トヨタ自動車）

9－241017：抗菌性セラミックスの製造方法（ハリ

マセラミック）

9－241018：マザイト構造型ゼオライトを含む触媒，

およびアルキル芳香族炭化水素の不均化およぴ／

またはトランスアルキル化におけるこの触媒の使

用（アンスチ．フランセ デュ ペトロール）

9－241101：切花用延命・殺菌剤（コシロ化学工業）

9－241183：1，5一ジメチルテトラリンの製造方法

（帝人）

9－241185：ジアルキルナフタレンの製造方法（コ

スモ総合研究所）

9－241189：1，1，1，3，3－ペンタフルオロブロバン

の脱水方法（セントラル硝子）

9－241236：e一カプロラクタムの製造法（宇部興

産）

9－241237：e一カプロラクタムの製造方法（宇部

興産）

9－241374：触媒，その製造方法，及び該触媒を用

いた環状エーテルの重合方法（三菱化成）

9－241418：焦電性物質を含有する有機重合体成形

品（日本エポック，オカモト，クラレ）

9－241578：床材用防塵塗装剤およびそれを用いた

床材（ゼップコーポレーション）

9－241658二 合成重合体の分解による油状物の製造

方法（三井石油化学工業）

9－241677：高密度粒状洗剤組成物（花王）

9－241678：非イオン性高密度粒状洗剤組成物（花

王）

9－241697：非イオン性高密度粒状洗剤組成物（花

王）

9－241698：高嵩密度粒状洗剤組成物の製造方法

（ライオン）

9－241699：最適に選ばれた量の制泡剤，漂白活性

剤／過酸素漂白剤系および酵素を含有する低起泡
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性粒状洗剤組成物（プロクター アンド ギャン

ブル CO：ザ）

9－245521：樹脂組成物および直流用電力ケーブル

（昭和電線電績）

9－248425：タイオキシン除去材，ダイオキシン除

去方法，排ガス処理設備，及びダイオキシン除去

材再生方法（タクマ）

9－248427：窒素酸化物の除去方法（東ソー）ノ

9－248456：選択的吸着能を持つ分子許活性炭素繊

維およびその製造方法（持田 勲）

9－248459ニ

ケン）

9－248585：

ステム）

9－248883：

9－249472：

車）

9－249511：

9－249584：

排ガス浄化材及び排ガス浄化方法（り

池水浄化方法及び装置（テラル環境シ

抗菌性ポリプロピレンフィルム（東レ）

排気ガス成分の利用方法（トヨタ自動

抗菌剤及びその製造方法（ミヨシ油脂）

1，トジ置換－1，2，3，4－テトラヒドロ

ナフタレン化合物の製造方法（住金化工）

9－249601：シクロアルカノールの製造方法（三菱

化成）

9－249618：メチルアミン類の製造方法（三井東圧

化学）

9－249619：メチルアミン類の製造方法（三井東庄

化学）

9－249806：ニ液反応硬化型ウレタン樹脂組成物

（日本合成化学工業）

9－249824：光触媒を用いた空気浄化塗料（シャー

プ）

9－250332：排ガス中のNO∬除去用還元剤の供給方

法（石川島播磨重工業）

9－252728：消真性飼料（全国農業協同組合連合会，

科学飼料研究所）

9－252766：ガス濃度調節剤及び低酸素濃度環境の

調節方法（三菱瓦斯化学）

9－253450：燃焼排ガスの浄化方法，その浄化用触

媒及びその製造方法（東京瓦斯）

9－253483：排気ガス中の炭化水素類浄化用・吸着材

（出光興産）

9－253484：排ガス中の炭化水素類浄化用吸着材

（出光興産）

9－253488：軽質パラフィンの異性化触媒とその使

用方法（石油産業活性化センター，三菱石油）

9－253598：廃棄物焼却集塵灰固化用処理剤及び処

理方法（住友大阪セメント）

9－254960：鮮度保持収納ケース（早瀬 学）

9－255045：抗菌防虫消臭効果のある収納ケース

（早瀬 学）

9－255324：ゼオライトの製造方法及び製造装置

（木村化工機）

9－255325：ゼオライトの製造装置（木村化工機）

9－255328：均一なミクロポアと均一なメソポアの

2種類の細孔を有するフオージャサイト型ゼオラ

イトおよびその製造方法（触媒化成工業）

9－255464：有機性材料のコンポスト化方法および

そのための装置（フジタ）

9－255507：抗菌抗徽性中空糸（朋友システム）

9－255512：作物栽培用土及びそれを用いる作物栽

培方法（ネマテック）

9－255747：イソシア又レート化触媒，ポリイソシ

アヌレート・層状珪酸塩複合体組成物及びポリイ

ソシアヌレート・層状珪酸塩複合体組成物の製造

方法（花王）

9－255833：安定化された難燃化スチレン系樹脂組

成物（三共有機合成）

9－255888：赤手ャベツ色素の製造方法（日農化学

工業，鹿光生物科学研究所）

9－255・997：高密度粒状洗剤組成物（花王）

9－256217：ポリテトラフルオロエチレン繊維およ

びその製造方法（日東電工）

9－258840：エンジンの排気浄化装置（日産自動車）

9－258369：ハロゲン化銀写真感光材料及びその処

理方法（コニカ）

9－25838¢：包装構造物用ゼオライトモレキュラー

シープ（イーストマン コダック CO）

9－258462：電子写真用感光体の製造方法および製

造装置（富士電機）

9－262462：真空用ゲッタ及びその製造方法（三菱

瓦斯化学）

9－262463：真空用ゲッタ及びその製造法（三菱瓦

斯化学）

9－262471：排気ガス浄化用触媒材料，排気ガス浄

化用触媒及びその製造方法（東京濾器，マツダ）

9－262474：排気ガス浄化用触媒及び排気ガス浄化

方法（日産自動車）

9－263549：ベンゼン誘導体の製造法（藤沢薬品工

業）

9－263558：アルコールの製造方法（三菱化成）

9－263774：廃プラスチック油化装置及び方法（東
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芝）

9－263797：

9－263800：

王）

9－265147：

9－286780：
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高密度粒状洗剤組成物（花王）

非イオン性高密度粒状洗剤組成物（花

ハロゲン化銀感光材料（コニカ）

乾燥食品用包材および乾燥食品の包装

法（味の素）

9－267029：排ガス浄化材及び排ガス浄化方法（リ

ケン）

9－267873：真空断熱材（三菱瓦斯化学）

9－268010：混合層ケイ酸塩及びその製造方法（工

業技術院長）

9－268106：組成物及び用途（日本化薬，日本化薬

フードテクノ）

9－268288：土壌改良剤（エヌオーケー）

9－288385：鉄筋コンクリート用防錆材料（佐々木

学，吉田範行）

9－268500：電気絶縁積層板原紙（王子製紙）

9－269292：大気中の徹量有機物の分析装置（栗田

工業）

9－271374：フレーバー保持性の向上した缶詰用缶

（岸本 昭）

9－271393：エステルの転移反応方法（富士紡績）

9－271616：脱臭フィルタ素材（日本パイリーン）

9－271637：アンモニア浄化用触媒装置（豊田中央

研究所．トヨタ自動車）

9－271640：窒素酸化物を除去する方法及び窒素酸

化物除去触媒並びに触媒の製造方法（東ソー）

9－271661：鉄系酸素吸収剤及び製造方法（東亜合

成化学工業）

9－271675：劣化した水素添加触媒の再生方法（イ

ンテベップ SA）

9－272328二 車両用暖房装置（日本自動車部品総合

研究所）

9－276027：抗菌小物（共同印刷）

9－276372：注射液容器又は注射器具の包装容器

（大正製薬，品川燃料）

9－276378：

発条）

9－278700：

処理方法

9－276703二

9－276704：

9－276881：

業）

光触媒による脱臭装置用脱臭剤（日本

アンモニア分解触媒およびアンモニア

（日立製作所，日立プラント建設）

排気ガス浄化用触媒（本田技研工業）

排気ガス浄化用触媒（本田技研工業）

窒素化合物含有水の処理方法（栗田工

9－276897：水処理材（日本パイリーン）

9－278432：超高シリカフォージャサイト型ゼオラ

イトおよびその製造方法（触媒化成工業）

9－278678：炭化水素原料中に存在するジオレフィ

ンおよびこトリルを同時的および選択的に水素化

するために有用な触媒（インテベップ SA）

9－278681：

9－278705：

（東レ）

9－278908：

達）

9－279160：

ジー）

9－279183二

9－279194：

9－279195：

王）

9－279197：

9－279198：

9－279199：

9－281104：

9－283126：

9－283510：

メタキシレンの製造方法（帝人）

アシル基置換芳香族化合物の製造方法

延伸ポリプロピレンフィルム（徳山曹

電気絶縁油の製造方法（ジャパンエナ

高密度粒状洗剤組成物（花王）

高嵩密度粒状洗剤の製造方法（花王）

高密度粒状洗剤組成物の製造方法（花

高密度粒状洗剤組成物（花王）

高密度粒状洗剤組成物（花王）

高密度粒状洗剤組成物（花王）

偽陰性反応防止方法（栄研化学）

アルカリ蓄電池（松下電器産業）

排ガス処理装置および処理装置のクリ

一ニング方法（東京エレクトロン）

9－285719：六弗化硫黄ガスの回収再生装置，なら

びに，移動式回収再生装置（三菱電機）

9－285728：重質油分解用添加剤及び重質油の流動

接触分解用触媒（東燃）

9－286684：

9－286745：

化成）

9－286746：

9－288747：

9－286997：

オン）

9－287000：

9－287437：

9－287438：

9－289428二

土壌改良材（セントラルグリーン）

シクロアルカノールの製造方法（三菱

アルコールの製造方法（三菱化成）

アルコールの製造方法（三菱化成）

粉末ランドリー漂白洗剤組成物（ライ

高密度粉末洗剤組成物（花王）

排気ガス浄化装置（富士重工業）

排気ガス浄化装置（日産自動車）

合成ゼオライト担持水晶振動子の製造

法（ェヌオーケー）

9－290164：有害物質除去剤およびそれを用いた有

害物質除去方法（石原産業）

9－290558：感圧複写用頓色シートの製造方法岬
本製紙

9－291051：環状オレフィン水和触媒の保存方法
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（三菱化成）

9－291052：環状オレフィン水和触媒の保存方法

（三菱化成）

9－291074：

化学工業）

9－291193：

化成工業）

9－291500：

製造方法

9－292168：

電器産業）

9－294415：

興産）

9－294582：

9－294931：

e－カプロラクタムの製造方法（住友

抗菌性ポリアセクール樹脂組成物（地

抗菌防臭機能を有する不織布及びその

（丸三製紙）

冷凍システム及びその施工方法（松下

成育材料と一体化した種子（ゴールド

硝化菌培養方法（奥多摩工業）

自律的調湿機能を有する多孔質材料

（工業技術院長）

9－295678：クリームハンダの保存方法（三菱瓦斯

化学）

9－295806：メソポーラス無機高分子の製造方法

（三菱重工業）

9－295809二 粘土複合体及びその製造方法（鐘淵化

学工業）

9－295810：複合材料およびその製造方法ならぴに

複合材料含有樹脂組成物およびその製造方法（デ

ュボン，クニミネ工業）

9－295811：無定形多孔体及びその製造方法（ライ

オン）

9－295812：ペンタシルゼオライトの製造方法（三

菱重工業）

9－295912：抗菌性セラミックスの製造方法（ハリ

マセラミック）

9－296038：

法，触媒，

（東レ）

9－296066：

付着担体

9－296164：

9－296184：

ラクタムオリゴマ組成物，その製造方

およびポリカブロラクタムの製造方法

微生物付着担体の製造方法及び微生物

（小倉貿易，明瀬博彦）

冷却剤（日本バイオニクス）

オレフィン類及び芳香族類を含有する

石油留分の改質方法（サン CO INC アール

アンド エム）

9－296185ニ 炭化水素油の水素化処理方法（出光興

産）

9－297342：抗菌剤を有するカメラ（コニカ）

9－299461：脱臭体（松下電器産業）

9－299746：Nq，03を含むガスの処理方法（動

力炉核燃料開発事業団，三菱重工業）

9－299761：排ガス中の窒素酸化物の浄化方法（日

立製作所）

9－299790：一酸化窒素分解材料およびその製造方

法ならびに分解方法（三菱電機）

9－299ア92：窒素酸化物除去用触媒材料及び該材料

を用いた窒素酸化物処理装置並びに窒素酸化物除

去方法（日本特殊陶業）

9－299805：Nq含有排ガス浄化用触媒，その製造

方法及びNq含有排ガスの浄化方法（東京瓦斯）

9－299806：Nq∬含有排ガス浄化用触媒及びその浄
化方法（東京瓦斯）

9－299808：

9－299922：

爾）

9－300515：

の製造法

9－301712：

セラム）

9－301713：

透光性光触媒体（住友化学工業）

帆立貝の内臓物の有効処理法（田中友

光触媒機能を有する建築材料およびそ

（松下電器産業）

包接化合物及びその製造法（オオタケ

新規な変性粘土複合体，その製法，お

よび変性粘土複合体と樹脂とからなる樹脂組成物，

ならびにその製造方法（鐘淵化学工業）

9－301938：1－アルコキシカルポニルー3－フェニ

ルプロピル誘導体の製造方法（鐘淵化学工業）

9－301968：メタクリル酸グリシジルの製造方法

（三菱瓦斯化学）

9－302108：押出フィルム用ポリプロピレン樹脂組

成物およびそれを用いた押出フィルム（三井東庄

化学）

9－302180：粉体成形用塩化ビニル系樹脂組成物

（三菱化学エムケープイ）

9－302184二 抗菌性塩化ビニル樹脂組成物（東亜合

成化学工業）

9－302185：軟質塩化ビニル樹脂系組成物及び

PTC発熱体（藤倉電線，プラス テク）

9－302384：洗浄剤組成物（花王）

9－302390：非イオン性粉末洗浄剤組成物（ライオ

ン）

9－302803：多孔性物質の成形体（ユニバーサル技

術開発研究所）

9－303748：

9－303940：

9－306543：

産業）

9－308810：

気体燃料燃焼システム（松下電器産業）

冷蔵庫（松下電器産業）

リチウム・ポリマ二次電池（松下電器

改良された多孔率を有する吸着剤を用
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いる酸素と窒素との混合物の分離のための方法

（レール リキード SA プール レテエード

エ レクスプロワタシオン デ プロセデ ジョ

ルジュ クロード）

9－308829：ディーゼルエンジン排ガス浄化触媒お

よびそれを用いた排ガス浄化方法（アイシーティ

ー，インターナショナル キャクリスト テクノ

ロジーINC）

9－309719：複合アルカリ金属塩，その製造方法及

び洗剤用ビルダー（日本化学工業）

9－309720：有機変性層状珪懐塩及び永久帯電防止

性樹脂組成物（花王）

9－309721：有機粘土（コープケミカル）

9－309852：ジメチル工－テルの製造方法（日本綱

管）

9－313903：ゼオライト分離膜の製造方法（三菱重

工業）

9－313930：吸着材とその製造方法（仲間理研）

9－313931：脱臭体（松下電器産業）

9－313935：低級アルデヒド化合物の除去触媒およ

び除去方法（松下電器産業）

9－313944：油化触媒およびこれを用いた低沸点炭

化水素油の製造方法（豊田中央研究所）

9－313945：

製造方法

9－313946：

浄化方法

9－313947：

工チルベンゼン異性化用触媒及びその

（ジャパンエナジー）

Nq含有排ガスの浄化用触媒及びその

（東京瓦斯）

高品質ガソリンおよびC3およびC4

オレフィン製造用の炭化水素転化触媒（チャイナ

ペトロケミカル CORP，リサーチINST オ

プ ペトロリューム プロセシング シノペック）

9－314538：粘土含有ペーストの製造方法（クニミ

ネ工業）

9－315814：大きな粒子径を有するゼオライトの製

造方法（触媒化成工業）

9－316011：p一手シレンの選択的製造方法（三菱

重工業）

9－316013：2，4－ジクロロトルエンまたは2，6－ジ

クロロトル工ンの分離方法（東レ）

9－316014：2，4一ジクロロトルエンまたは2，6－ジ

クロロトル工ンの分離方法（東レ）

9－316015：2，4一ジクロロトルエンまたは2，6－ジ

クロロトル工ンの分離方法（東レ）

9－323936：歯周疾患予防剤（品川燃料，シナネン

ゼオミック）

9－324182：高オレフィン濃度LPGおよび高品質

ガソリンの製造方法（チャイナ ペトロケミカル

CORP，リサーチINST オブ ペトロリュー

ム プロセシング シノペック）

9－328310：層状無機化合物およびその分散体（東

洋紡績）

9－328311ニ イオン交換性層状珪酸塩の球状造粒物

およびその製造法（三菱化成）

9－328312：メソポア分子ふるいの合成方法（旭化

成工業，野口研究所）

9－328439：アレン化合物の異性化によるアセチレ

ン化合物の製造方法（ダイセル化学工業）

9－328441：アレン化合物の異性化によるアセチレ

ン化合物を製造する方法（ダイセル化学工業）

9－328442：低級パラフィン系炭化水素の芳香族炭

化水素への変換方法（乾 智行，昭和シェル石油）

9－328470：ピリジン塩基類の合成方法（ダイセル

化学工業）

10－362：排気ガス浄化用触媒の製造方法（日産ガ

ードラー触媒，日産自動車）

10－363：光化学活性を有する塗膜の形成方法（大

日本塗料）

10－1309：球状のシリカ／ゼオライト複合材および

その製造方法（エニーヘム SPA）

10－1608：ガスバリセー性ポリアミド成形体および

その製造方法（三菱化成）

10－5595：排ガス浄化用触媒とその製造方法（日産

自動車，出光興産）

10－5596：含酸素有機化合物酸化用触媒及び該触媒

を使用する含酸素有機化合物の酸化除去方法（工

業技術院長）

10－7413：高純度一酸化炭素の製造方法（住友精化）

10－7418：粘土複合材科及びその製造方法（豊田中

央研究所，日本電装）

10－7609：アル手ル基置換2価フェノール類の不均

化方法（東レ）

10－7626：N－アル手ル芳香族アミンの環アル手ル

化方法（東レ）
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F止udlXl也umi（JP〉；∬且也Ⅲko血〈JP）；Ho血凸lYo8血血肌材P）；Ii五uklTada亀山材P）；

Iwa血H辻0卓出くJP）；Ⅹol柑OklbeH泣okabu（JP）；N‘止血且ei8h（JP〉；N8爪yOf血iXoji（JP）；

Ta18血且 Ml10tO 〈JP） A8さi官血¢e：Hi血cb Ltd．JI， Åささ1印ee Code：39224

P且ね血t（No，Da也〉；Åpp出c〈No，Daね）：US5711165 980127 tTS309601940920

DFTERGENT FORHULAT】ON WITH AHTISOILING PIIOP∈RTl∈S FOR WA＄HING

uUllDRY・ Ⅰ血Vel也r8：DaⅥd Cl且u℃伊R）；Fleu∫γEtie血ユe（F且〉 A881印ee：

且bone・PodeユC C血1e FR Å881印ee Co血∋：11022 Pab皿tくNo，D且也）；

App止cくNo，Da¢〉：US5710117 980120 US627与17 960404

MAllUFACTUREOFIMPROV∈DZ∈OLITEB∈TAく〉ATALYST．ⅠユVeユ土or8：Ab8出Robert

Pl一（US）；エatz址0与Geor官モH（US） A島8i印¢e：Mob止OilCorp．Åさ81印eeCode：56432

Pa也nt（No，D且也〉；Ap中止c〈No，Da也〉：US57100粥 980120 tJS463143 950605

SPHERICAL HEAT STORAG∈CAPSUL∈AHD PRO〈：ESS FOR TH∈PR亡PARAT10N

THEREOF．Ⅰユ▼印ねrさ：Ⅹi皿H．N．（m〉；ⅩiユJ．〈Ⅹ且）；Ⅹwoユ0．札〈m〉；keH．X．（K瓦）；

ParkJ・E・（Ⅹ又） Å柑i印ee＝LuckyLtd．X且 Å8由印e¢Codモ：20565 Pa也皿tくNo，Date）；

App払e〈No，Date〉：US5709945 980120 tJS320704 941007

PROく；ESSFORPREPARINGヱEOL汀ESHAVINGHTTCRYSTALSTRU〈：TUR∈USING

SHALL，N∈UTRALAHIHES． ⅠユVeユtOr8：Na上agaw且Y．〈US） A881印ee：Cbevron

USÅⅠ皿e． A阜さ1g皿ee C〈】de：14764 Pate皿tくNo，D血塊〉；Åpplie〈No，Date）：US

5707601 980113 US610537 960304

PRO¢E＄＄ FOR PREP▲RING HED‡U｝ POIIE ＄lZ∈ ZEOLlTES U＄lNG N∈UTRAL

AlllNES．IlVe止血r8：Nlk昭且VIY．（US）；Zo皿eさS．Ⅰ．〈US）Å舶i印¢¢：CムewonUSÅ

Ⅰユ¢． A8さi印モモCode：14764 Pl也lt（No，D且也）；Åpp止cくNo，D且也）：US5707600

980113 US61〈〉449 960304

APPARATUS Al10 HETHOD FOR TREATlllG STORH WAT∈R RUNOFF．

ⅠユYeユbTさ：Ⅹ皿ⅦboIJ．五．〈US）；レムhl九J．H．〈VS）；Myem M．0．〈VS） A舶i印ee：

Sb皿▼l也r Trelt皿e皿t】u－C P且也皿t（No，Dl也〉；Åpp止亡くNo，Da也〉：US 5707缶27

980113 t！S841282 9¢0430

ARGOllR亡COV∈RY FROH SIL】GOllCRYSTAL FURllAC∈． Ⅰユ▼elbr8：A官rl▼山

取止e血（US）；Fid上owさb Zbi印1eV T且deu且王（US）；H81u上官mOm且さ江島i且0－u叩（US〉

Å舶i印e¢：Å址 Pm血¢也 且ld Cb●払i¢血色ⅠユC． Å“i印ee Code：01184

Pl也皿t〈No，D一也）；Åpp止c（No，D且也）：US5706¢74 9榊11a US786515
970117

180PARAFF川・OLEF川ALKYLAT10NPROC∈SS． Il▼eユbr8：刀ul叫Trl¢yJくUS）

Aさ飢印e¢：MobilOilCorp． A糾i印¢● Co血：与6432 Pa也ユt〈No，D＆也）；

Å押払¢くNo，Dl也〉：U8570る729 980106 US5¢1643 9丘1122

XYLENE‡SOHERlヱAT10IlON S∈PARAT∈REACTOR＄． Ⅰユ▼モユ也rさ：Åbi血lユdlm

JeeveユS．（US）；Be¢lJ息〈US）；丑fe止e皿dd官eL．L．（US）；BⅦde皿8札G．（US）；SbmD．L．

（VS〉；Veユ上lt C且（US） A柵l印ee：MobilOilC〈）rP．Å舶iglee Code：66432

Pl也ユt（No，Dl也〉；App止¢〈No，Dl也〉：US570与726 980106 US55与693 9与1114

▲ROHATIC＄ALKYLAT1011W一丁H CRACKED RECYCLED PLASTICS． Ⅰ皿VentOr8：

Col血さN．A（US）；Gree払L．Å．〈US〉；G叩也A．A．（US）；M且rler D．0．（VS）；Tr且q・W・J・ⅠⅠⅠ

くUS） Å榊i印ee：MobilOilCo叩．Åささi官ユee Code：564a2 Pa也1t（No，Dl也）；

Åpp払¢〈No，Dl也）：US5706724 980106 tJS548850 951026

PREPARAT10H OF N＿BUTYRALDEHYDE 入NDJORll一色UTAl10L． Ⅰ止▼e皿tOrさ：

KAユ仙dJw官eユのE）；Paq七山o Roceo（DE〉；Pi工止08Rolf〈DE）；Roper Midlael（DE）；

moⅡ柑 A胎ed（DE） Aさ飢gleモ：BÅSF AG DE
Å881印e① Code：07〈116

P且也皿t〈No，Da也〉浪pp止c〈No，D且址）：US5705707 980106 US676185 960712

HI¢HBULK DENSITYGRANULAR D∈TERGEIlTSCOllTAll山NG▲PERCA11BONAT∈

BLEACHANDAPOWDER∈DSILICAT∈． Ⅰ皿Veエ也rさ：B血止elyGer且∫dMlrCelくGB〉；

Co止Tbo皿乱さEdward（GB〉 Å紳i印モモ：PTOe也r＆Ga皿bleCo．A8飢印eeCode：68128

P札也ユt（No，Da也）；AI〉P址〈No，Date〉：US5705466 980106 US58686与 960124

PROCESS FOR PRODUCING A CRYSTALLINE ALUl朋NOSILICATE． Ⅰ皿▼e血tOrS：

技ariⅡlaS．（JP）；ObiM．（JP）；Taユー皿OM．〈JI，）；T8u】益M，くJP〉A88igユee：Cos皿00ilCo．

Ltd．JI，；Co8皿O Re色e且r（血Ⅰ皿即は山地JP Å良飢印ee Codeニ 20＄27 28836

Pa地心t〈No，Da也〉；AI〉Pはc（No，Date）：US5705142 980106 US751421961118

HULTl－＄TAGl： HYOROPROC亡SSING 州 A S‡NGLE R亡ACT10N VESSEL．

Ⅰ几VeユねrB：Gupta瓦．〈US）A8飢gユee：Exxo血Re色ear血a皿d E皿飢ユeeriIlg Co．A点81印ee

Codeこ28200Pa托皿t〈No，Dl也〉；AI】P払e〈No，Da也〉：US5705052980106US775636 961231

DEODORIZ州G COllPOSlT101J AND D∈000RIZING R∈S州 COHPOS一丁lON

CONTA川lHGIRON叩〉¢OHPOUND． Ⅰ皿Ⅴ和也r8：Oba皿且Cbl且kl（JP） Åさ61印ee：

Ml血乱也Co．Ltd．JP Pate皿t（No，Da也〉；Appbc（No，8a也〉：US57031＄2 971230 US

501037 9缶0809

BL∈ACH CO■lPOS汀10NS COHPRISING COBALT CATALYSTS． Ⅰ皿YやユtOr8：

Perkl皿阜CbrlStOPberMark（US）；S血eI柁rW皿a血Micbael（US） A丘Slg皿ee：Procter

＆Ga皿blそCo． Aさ81gユee Code：68128 f■ateユt（No．Date〉；Af叩11eくNo，Da也）：US

5703030 971230 US736647 961025

FUEL 〈；ELL DEVICE ∈QUIPP∈D WITH ¢ATALYSTllAT∈RIAL FORIIEHOVING

¢ARBON l10110XIDE A11D 絹どTHOD FOR REHOVIHG CARBOll HONOX10E．

ⅠユⅤ¢ユbrさ：Ga血0ⅦT・PP）；H且也血Ⅹ・（JP）；Y乱川皿OtOE．付P） A8さigl声¢：M且也Ⅶ冬山b

El¢Ctri¢Ⅰ皿d伽tn且1Co．Ltd．JP A8飢印ee Code：53120 Pa也ユt（No．Da咋〉；

Åpp止¢〈No，D且也〉：US5702838 971230 tTS69296き 960807

PROC∈S＄ FOR CONVERTING OLEFINIC HYDROCARBONS USING SP∈NT FCC

CATALY＄丁． Ⅰ皿▼e正也rさ：Cl乱u8e血G，A．〈US）；PettyR．札〈US）；Sclr且der C月．（US）；

T姐叩C－札M．（US〉 Å舶i印ee：ABB Lu皿mⅦさGlobdIユ¢． A8さiglee Code：

39161Pa也皿tくN〈I，Dl也）；Åpp址くNo，D且也〉：US570258争 9712さO US674963 9¢0703

HETHODTO11E印IIGERATEAJACXETFORKEEP州GATRANSPLANTCOLD．

Ⅰユ▼el也rB：De一軒lユde血皿PさFrl皿eOiさげ町；Eu官e皿eMicbel〈甘R）；Gも汀e皿8Nico〈LU）；

MⅦムer Feml皿d仏U）；Spl血01Syl巾lくD丑） A舶l印ee：Eleetroluェ SA且LLU

P且也lt（No，Dlね）；Åpp止亡くNo．Dl也〉：US5701746 9了1230 US624518 960725

PRO〈：亡SSFORPR∈PA11川¢QUINOL州∈BAS∈S．ⅠユYelb柑：Calv血J．且．くUS）；D且d8

R・D・ST・（US）；M亡Å也er C．（US） A“i印eモ：Re出yIユdⅦ且tn朗Ⅰ皿e． Å88i印ee Code：
242丘3 Pl也ユt〈No，Dl址〉；A押払c（No，Dl也〉：US5700942 971223 US678155，60711

COLORAHTく：O一山＞OSIT10NSANOCOLORAHTSTAl引LlヱERS．

Ⅰユ▼地軸rさ：MleDo血dJ・G・（US）；N¢b且．S．（US）Å粥i印せe：K血k∫1yCl肘lWorldwide

Pa也皿t（No，D且也〉；Åppue〈No，Dlb〉：US570〈〉8缶0 971223 US463496 95060缶

EXHAUSTGASCLEAl山NG CATALYSTCOllPLEXANDH∈THOl）FOR PRODUC州G

THESAH∈・Ⅰ几Ve止血rさ：ⅠvllⅦ血札〈JP）；ⅩyogokⅦM．くJP〉；T止且皿1Å．（JP〉 A舶i印ee：

Ml王dlMobrCorp．JP A8さi印eeCode：11642 Pa也ユtくN〈I，D且也）；A抑止c〈No，Da吋：

US5700747 971223 tJS53きさ19 950925

S∈L∈¢TlV∈OXIDAT10110F HYDROGEN SULFIDEIN TH∈ PRESENC∈OF】RON＿
BAS∈D CAmuSTS．Ⅰユ▼e皿b和：Ⅹer Yeユ・Cbuユ（TW）；u Kuo・T8e叫（TW）

A8血印ee：N且血皿dSde血Ce Coun血TW Å郎i印ee Code：20063 Pa也nt（No，D乱也〉；

App払e〈No．♪且也〉：US5700440 971223 US523362 950905

州FTHOD OF WASHING W汀H DETERG∈NT COl椚⊃0＄汀ION＄ COHPRIS川G

Al10RPHOU＄ ＄ILICOALU■llNAT∈ S〈：AVENGER＄ OF CALCIU榊 PR亡CIPn■ATES．

Ⅰ皿▼e血bfさ：Bolttl且じⅩ Pltdd げ且）；CouvTet V止pme 〈FR）；Joube九 Da山el（FR〉
Aさ8i印ee： Ebo血e－Po山eユe Cb皿ie F乱 Å点さlgユeモ Codモ： 11022

Pa也lt（No，Da也〉浪pI山c〈No，Da也〉：US5700294 971223 tJS584244 960111

STARTINGFuGFOIミリS∈lNH∈R〈；URYDISCHARG∈uHPANDLAHPEHPLOYING

SAHE・Ⅰ皿▼e止血TさこSbl蝕fよW・（US） A8さl印モモ：0さT且血Sylvlm且Ⅰ皿C． A881印台e

Code：32442 Pa也atくNo，D且也〉；Åpp止c〈No，Da也〉：US5698争43 971216 US661231

980322

HYDROOEALKYLAT10N CATALYST COllPOSIT10N AND PROCE＄S THEREWITH．

Ⅰェ▼e止血rさ：D柑土eCA．（US〉；WllÅ．〈US）Aさ飢印ee：Pbi出p¢P¢trOleum Co．Aさ飢印ee

Code：6古688 Pa址血t（No，Dl軸〉；App血cくNo，Da也〉：US5698757971216US670945 960626

TOLUEN∈ ALKYLAT10N WlTH ETHYL∈N∈ TO PRODUC∈ PARA－∈THYLOLU∈N∈．

Ⅰ皿Ve皿tOr8：Bec上Je鑑reyS（US）；McCuムe皿Sb且rOIB〈VS）；01且0皿Da巾dII（US）；Ster皿

D且Vld L くUS） A粥l印モモ：Mob止 OilCorp． A与与1gnee C〈〉de：＄6432

Pabnt〈No，D且te〉；Al呼止cくNo，Da也〉：US569875¢ 971216 US471626 950606

PROCES＄ FOR PREPAR川G LOW
UNSATURAT10N POLYETHER POLYOLS．

Ⅰ皿Ve皿br8：La血b¢九 T．L．〈VS） Aさ飢印ee：Hll皿b血且皿 Petroc血e皿1Cal Corp．

Åさ別g且ee Code：41364 Pa他山〈No，D且托〉；Åppbc〈No，Dab〉：US5698746 971216 US

743366 961104

HETHOD OF R∈GENERAT川G DEACTlVAT∈D CATALYSTS． Ⅰェ▼en也ra：FⅧ血g

Sbu且CくUS）；Ⅹ伸一kyY（US）；Tl朋也rS且血uelJ〈US〉 Å榊i印e¢：ElXO且且e腑∬Cb

lldE血由¢e血gCo．Aささi印eeCo血：28200
Pl也皿t〈No，Dl也〉；Å押址亡くNo．Dl也〉：US

569阜488 争了1216 US4698さ了 9＄060¢

TRANSO∈RHAL DIIU〈； DELIVERY DEVl¢E COHTAINING A DE引GCAHT．

Ⅰユ▼e血br且：W止血g S．L．ⅣS）Å朗iglee：Mi皿e和也M血官＆Ml且血d血官Co・

Å8血印eeCode：55992 P且也ltくNo，Dl也）；Å押叫No，Da也〉：US5698217 971216 US

4与4争19 950与31

0ZOHE FILT∈R AND PROC∈S8FOR PRODUGlllG THE SAllE． Ⅰユ▼el也rさ：Årli

S血cb血HJP〉；TerldlI且10PP） 血由印e¢：Ni血血●Corp．JP A軸i印e●Code：

07821Pablt〈No，Dl吋〉；Åpp払¢くNo，D且b〉：US与69816与 971飢6 US519097
960824

COHPOSIT10HAHDPROく：ESSFOR仙PROVINGSOIL．Inve血br8：HiglTeruo（JP）

Å8且l官ユee：U皿且“i印ed 肝 Å舶i印e止 血I止血血血d Å舶i印e¢ Cod●：68000

Pl由エt〈No，D且也〉カーp払¢くNo，Dl也〉：US5698028 争71216 tJS585237 960111

NITROGEN＿＄ELECTIVE ZEOLITIC ADSORBENT FOR U＄∈lH AIR SEPARAT10II

PRO¢ES＄．Ⅰ払▼e皿也柑：Cb10C址e且C〈US） Åささi印ee：UOP A8■i印8¢Codeニ

20295 Plblt（No，D且b）；Åpp払eくNo，D且也〉：US569801き 971216 US7040与1960828

1HPURlTYGmERSllluSERENCLOSUR∈S． Ⅰユ▼e皿b柑：B且db¢10皿eVRogerF

（US〉；F且brMlr官∬etX（US）；Sもl叩さJu血Å（US）；ZaulKe廿血e血E（US） Å如i印ee：

Corm叩Ⅰ皿¢． Å8由印ee Cod¢：21045 Pa也ユt（No，Dl也〉；App止e〈No，Dl也〉：US

5696785 9712〈I9 USき20549 941011
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PROC∈S＄FOR PRODUCING N，N－DIHFTHYL－N－ALKYLAHINEORN．N－DIHETHYしN－

ALKENYLAl刑NE．ⅠムⅤ¢l也rさ：AbeH辻osh〈JP）；F血Ⅶ8bl皿且TebuabPP）；T且nlguCbi

HidebくJP） Å8由印ee：ⅩさOCorp．JP A8各lgユeeCode：09061 P乱也bt〈No，Da地〉；

Åppbe（No，Da也〉：US5696294 971209 US716621960919

SYNTHETICCRYSTALLIN∈ALUl山NOSILICATEFORTHE〈：ATALYTICCONV∈RSlON
OF HYDROCARBONSIN PETROCH∈HICAL PROCESSES． ⅠユVen也柑：Tiささ1er

A∫皿0〈DE） Aさ81印¢e：Ecolltb ZeoliGⅡlbHIG D苫 Pa他山（No，Da也〉如pム¢

（No，D且b）：US5696043 971209 US469872 950606

TIATANIUll CONTA川lNG l10LECULAR SIEVE HAVING A ZELITE 8ETA

＄TRUCTURE．Ⅰ皿▼e皿払r8：C∫OCCOGllyL〈U8）；S且Ⅹ也血且obや巾J（US）；Z由且CekJo血G

ⅣS〉 Aさ飢印ee：A∫CO CbemlCalTec血010訂Ⅰ皿e．
A881印ee Code：20082

Pa址皿tくNo，Date〉；App払e（No，Da也）：US5695736 971209 US769472 981220

PROCESSFORTHESYNTHE引SOFZ亡OLITESANOH∈S〈）POROUSSOLIDSFROHA

HOl10GEN∈OU＄＄OLUT101J州ASEHトOPEN＄YSTEH． Ⅰ皿Ve皿tO王・さ：Be止血ZZIErie

（FR〉；Cau山et P址叩e 〈F又）；Gutb Jeaかh血s（FR）；kgofr Pie汀e・Yves（FR〉

ÅB81印ee：Ⅰ皿8dtutFTaユCalSduPetroleFR A細l印eeCode：31969 Pat¢at（No，Da也〉；

A押払c〈No．Da址）：US569与73与 971209 US56缶399 9511：‡O

H∈THOD FOR REHOVAL OF NITROGEN OXID∈S． Ⅰ皿Ve皿tOrさ：Åoya皿a托．〈JI〉）；

K且8且bara S．〈JP）；Miura H．〈JI〉）；Seki五aW4 Ⅹ．（JP） As飢印eや：Toふ0血 Corp・JP

A881印ee Code：18183 Pateユt（No，Da也）；ApplicくNo，Da也）：US5695728 971209 US

6〈；1151 960610

ANHYDROUS FLUORESCENT WHITENINく；AG∈NT FORHULATION．
ⅠユVe皿tOr8：

Scbroeder S，〈FR）；ZelgerJ．（CH〉 As81印ee：Ciba Speelalty Cbe血ca18 Corp・

A与阜1印ee Code：42117 Pate山〈No．Da也〉；Appbe（No，Date〉：US与895687 971209 US

641863 960SO2

HETHODOFPR亡PARINGASLOWRELEASEFERTILlヱ∈R．Inve皿tOrS：CllangI‡Blユ・

Jell（TW）A881印ee：U皿aS81gmedorAs81印edtoIndivldual A島卓l印eeCode＝68000

Patent〈No，Date〉；AI）Plic（No，Date）：US5695542 97120！lUS557940 951114

1NTEGRAT∈DPROC∈SSFOR∈POXIDATIO11． IB▼e皿tOr8：CTOCCOG．L．（US〉；JqbuI

J．C．血．〈US〉；Zajaee上J．G．（US） A881印ee：ÅfCO Cbe皿lC11Tec血皿010ぢyI皿C・

A8由印モ¢Cod¢：20082 Plね山（No，D且b）；Å押払c〈No，Da也〉：US5693834 971202 US

40465T 950：‡15

VACUU叫 HEATINSUしATOR． Imelbr8：技血e名blコ1乱丁．PP）；Wa也且且be T、材P）

Aさ81印ee：Mit8ub止血 Ga8 Cbemic且1Co．Ⅰェc．JI， Åさ81印e¢ Code＝ 56263

P且也皿t〈No，D且地）；Åpp上c〈No．♪且也）：US5693三‡99971202 US627979 960404

ARTICL∈ANDHFTHODFORPIIES∈RVIN¢ANARCHIVALAlモTICLE． Ⅰ血Veユ也rさ：

Hou血官e∫W出i且皿ⅩJrくUS〉 Å88i印ee：ColさeⅣa血0ユ見合80Wee色Ⅰ血塊n且dondI皿C・

Å払1田地モC¢d¢：38962 Pl也叫No，D且也〉；App址くNo，D且b〉ニUS5693a84 97120呈 US

32076 930316

PRODUCTIOIJPROCES＄FOIIR∈FIN∈DHYDROGEN10DIDE．Ⅰユーe皿brさ：0皿WIM．

〈JP）；Sl且l出 札（JP〉；T且ユi止且 Y．（JP）；で0皿0亀山ge N．（JP）；UbⅦユ0皿1ylÅ・（JP〉

Å舶1印ee：MitさⅥ T紬也u Cl¢皿icllさⅠユC・JII Å8さ1印e¢ Code：563与4

Pl也軋tくNo，Dl托〉；Å押lk（No，Dl也〉：US569a30各 971202 US5G2084 961122

PROC∈S＄ AND APPARATU＄ FOR REHOVING NOX FROH GA＄ STREAllS．

ⅠユⅤそ止血∫8：Slo皿¢R且1pbJ〈US） Åさ81印ee：Nox也dlIユe． Pa也ユt（No，D血塊〉；

Å押上c（No，Dl地〉：US569三1300971202US166253 931213

は∈THOD FOR TH亡 く；ATALYTl¢ ABAT∈は∈NT OF BROILER EはlSS10NS．

ⅠユVeユ也rさ：B且r・Ill皿A皿む且皿〈US） Å8飢glee：PTOtOteCb
Co． Pate山〈No，D且b）；

Å押出e〈No，Dl也〉：US6¢9a298
971202 US669178 960各24

LOW＿ALUl山NUHBORONB亡TAヱEOLlTE． ⅠユVe皿也rB：Holt8mln皿D和ML〈US〉；

Jo叫e血8hvrel¢モWくVS〉；兄血A皿血ev〈US）；Sa血t皿Do上山dS（US）；Zie皿erJa皿e8

NくUS）；ヱolelSね恍yIくU8）Å亀臥昔批eこCb¢ⅥqlUSA工払e． A鈍1印eeCQdeこ14764

Pa也ユtくNo，Da也〉；Appuc〈No，♪且也）：US569a215 971202 US7399〈13 9610aO

肘ETHOD Al－D APPAlミATUS FOR TH∈ PRODUCT10110F 州TRl¢ OXIDE GAS

HIXTUR∈． In▼e止血柑：Sbeu ueかLu上官（US〉 A且飢gユee：BOC GroupI皿C．

A811印ee Code：10093 Pa也叫No，Dl也〉；Åpp址（No，Da也）：US5692495 971202

US62641a 96040呈

OPTICAL WAVEGUIDE TUB∈． Ⅰ皿Vel也r阜：Ⅰ8b】血a∫a血M．（JIつ；SⅦ釘ya皿aH．（JP）；

T且皿Ⅷ乱丁．〈JF） Å朗1印ee：Bddges也皿e Corp．JP As8i印ee Code：11216

Pa也ユtくNo，Da也〉；Applk（No，D且由）：US5692088 971125 tJS508684 9与0728

ALKYLATlOI一円10CESSUSINGヱ亡OL汀∈S＄Z－25．InveIltOr8二Holterm且lユD．L．くUS）；

Ⅰ皿血e良RA．（US〉；Pecor∬OT．A．〈US〉；Saムt皿D．S．くUS）；Zie血erJ・N・（US）：ZonesS・Ⅰ・（US）

A88i印ee二 Cbe▼TOユ USÅⅠ那． Aさ阜i印eセ Code：14764 Pa也叫No，D如8〉；

App払c（No，Da也）：US5691463 971125 US682949 960716

P∈RFUHE DELlVE尺Y SYSTEH COl刑｝RIS州G ZEOLlTES． Ⅰ皿Venねr良：Ca∫aV叫山

G息（US）；G∫且Ve8 S．Å．（US）；Mueller W．乱（US）；Pa払 札 Y－L・（US〉；YouJ－F・（US）

A8Big血合e：PTOC也r＆Ga皿ble Co． Å8阜如ee Code：68128 Pat8山（No，Daね）；

App址〈No，D且也）：US5691303 971125 US394981950227

P∈RCA11BONATE BLEACH PARTICLES COATED
WlTH A PARTIALLY HYDRATED

CRYSTALLINEALUHINOSILICATE FLOWAID． Ⅰ皿Ve打払柑：AgarJoβePb moⅡ1且さ

HeⅢγくGB）；FraェcePaulA加aatRay皿0皿dG〈BE）；Wilb180nCaroleP且tmCiaDくBE）

Aさ81g⊃ee：Procter ＆ Ga皿ble Co． As81印ee Code＝ 68128Pate叫No，Date）；

Appbc〈No，D且也〉：US5691296 971125 US581＄53 960116

W∈LL FLUIDS BASED ON LOW VISCOSlTY SYNTHETIC HYDROCARBONS．

Ⅰ皿VentOrS：A8b】1a皿He皿巧〈US〉；HoS－ユZZyC（US）；WuMargaretM（US〉
Å8Sl印ee：

MobilOilCorp， Ås81印ee Code：56432 f，ate皿t（No，Date〉；Apphc（No．Date）：US

5691281 971125 US321006 941006

A｝ORPHOUSP∈ROV＄KIT∈CATALY＄TSFOR NITROG∈NOXID∈REDU〈汀1011AND

HETHODS OF PREPARIHG THE SAllE． Ⅰ血Ve止血柑：血叩Jo皿官Sl皿（Ⅹ瓦）；Ⅹi皿

Ⅹyu上官姐i（Ⅹ且）；ueJo叩H且e〈Ⅹ又）；be Sa叫Ho（Ⅹ且）；Pa止S且ユ官U血〈Ⅹ且〉

ÅB凱印ee：KoTel且eやe打血Il軸tu也ofCもe廿1CdTet血o10訂K乱ABBi官血㈹Codモ＝乞037呈

Pab血〈No，D且地〉；Å抑止c（No，D且b〉：US5691263
971125 US702249 960828

はどTHOD FOIITH∈STAOILlヱAT101一入ND D∈TOXIFl〈：ATlON OFWAST∈州ATERIAL．

Ⅰユ▼eユb柑：Cr且W血rd P且山B〈US）；Gafbrdlh皿e8（US〉 Å8さi印8e：Ul朋さi印ed or

Åさ8i印edtoIl血Ⅵdll且1Å柑i印ee Cod8：68000 P久地lt（No．Da也）；Åpp止c（N〈I，D且也〉：

US5690さa3 97112島 US547941 95102る

SIN〈；LE・5丁∈P PROCESS TO UPGRAO∈NAPHTHAS TO ANIHPROV∈D¢A＄OL州E

BLEM）lHGSTOく：K．ⅠユVe血也r8：DalPei－S出血官Eug和●〈US）；Lawr¢爪e¢且i血且rdV且♪e●

（US〉 A点さi印ee：Tex且eOInc． A舶i印ee Code：83832 P且也ユtくNo，D且托〉；

App上c〈No，D且也）：US5690810 971126 US3a8308 941114

HETHOD AND APPAIIATUS FOR PRE－PUIIlfl¢AT10N FOR AIR CRYOGE川C

SEPAIIAT10N PLANT．Ⅰユ▼和也r8：F叫i血Abuさ址くJP）；Nモ止且皿WIMo血lt細くJP）

A8血印¢e：NiIIPOユSl180KXJP Å881印e¢ Co〈k：599a6 Pl也血tくNo，Da也〉；

Åpp止e（N¢，Dl也〉：US56さ9974 971125 USl；63253！帽0524

SELECTIV∈ETHYLBENZEllE OONVERS10N． Il▼eユtOTさ：Abicllld且且iJ¢e▼aユS

くU8）；丑e止Je鈷eyS（US）；0180ユDavidIIくU印；且8iさeb山地PTbllllくUS）；StemDlVld

L〈US〉；Ⅴ¢工止且tCblyl且〈US） Aささi印e8：加obilOilCo坤． A舶igユeeCode：56432

Pa也山くNo，Daね〉；App出c（No，D血塊）：US島689027 971118 tTS557251951114

HYDRODEALKYLAT】OIJPROCESS． ⅠユVe皿也柑：DTlleC．Å．〈US）；Melto血且．J．〈US）；

WllA．くUS〉 A血印¢e：Pb山ip8Petrol¢u凸 Co． Åささl印ee Code：65688

Pl也血t（N¢，Dab）；App止e（No．Da也）：US箆689026 971118 tJS8a711a 960424

∈THYLB∈NZENEPRO【〉UCT1011PROCESSWITH EXS一丁U＄ELECTIVAT∈DヱEOL汀亡

CATALY＄T．ⅠユⅤ和也rさ：Åbic血nda皿1Jee▼且皿S（US）；BecIJe飴eyS〈US〉；MtCu上el

SblrO血B（US）；OlさOnDaⅥdE〈US〉 Å舶i印ee：MobilOilCorp． Å舶i印eeCode：
56432 P且bnt（No，D且也）；Åpp血c〈No．D且也）：US5689025 971118 tJS382103 950201

PROCES＄OF PREPAR川G PA11A SUBSTITUT∈D PH∈NYLAl椚NES． Ⅰ血Ve℡tOr8：

Barrov且Fr札l止血Herk九（US）；Fe汀乱nd血oM且rlPe也r（US〉；L血Cbu叩・Ylユ且皿〈US）；

Malz Ru88euEdwlrd〈US）；S血1tb Ger訂dV〈US）；So叩Ruoz出（US） Å8さ1印ee：

U血oy山 CbemicalCo．Ⅰユe． Åささ1印ee Cod¢：14222 Pateユt（No，Dl快）；

Åpp止cくNo，D且也）：US箆689007 971118 US729703 961〈IO7

RARE EARTH STAblL－Z∈O CR一丁I SUB＄TITUTED 州OL∈¢ULAR SほV∈S．

ⅠユVeユbT8：Be8tDoユddf■〈US）；Ja皿De叫・Ya皿g〈US〉；Na∬Ⅴ血lyaエくUS）；Pat也血且ob七山

Lyle 〈US）；Wilさ0皿 Beユ Å（US） Aふ81glee：UOP A8さ1印ee Code：202合＄

Pa也皿t〈No，D且也）；Apphc（No，Da也〉：USさ68さ975971118US630a17 960410

PRODUCTlO110F METHYLAHIN∈S． Ⅰ皿VeユtOr8：FujiねTa土eyu上i付P〉；F止血也u

Mi血io〈Jfり；NiwaKiyo皿Obll（JP）；OgwaXaヱu皿OtO〈JP） AB81印ee：NittoCbe皿1Cd

Iユdu8tⅣ Co，Ltd．JP A8飢印ee Code：60088 Pa也ユt〈No，Da也）；

Ap中止c〈No，D且te）：US5688854 971118 tJS712886 960912

COAT州G H亡THOD． Ⅰ皿Ve皿brさ二Icb泣awaYoshi〈I〈JIつ；N血oYoさ山0〈JP）；SllZ止i

Xiy血肝uくJP〉A8Bl印ee：Nippa血Ⅹelkyu宅血o K．X．JP A881官血ee Code：36588

Pateェt〈No，Date）；App止c〈No，Daね〉：US岳688661971118 US6a3209 960416

0RAL HYGほNE COHPO＄汀10N． Ⅰ血Ye皿tOr8：CooperMi血aelD且Ⅵd〈GB〉；Ga山ey

Edward（GB〉 A8Slglee：800也 Co．PLC Tbe GB A8由印ee Cod8：10486

Pateユt〈N¢，Da也〉；AI〉PuC〈No，D乱也）：USき688492 971118 US672232 960722

HOll＿HYDROTH∈RHALllETHOOOF汁AKING ATITAMUll－¢OHTA州州Gヱ∈OLlTE．

ⅠユVeユbrさ：SlXb皿Rober亡J（VS）；Z且】aCe上Job皿G（US）
Å8飢g皿ee：A∫亡O Cbeエーied

Te血ユO10gyIユC．A8さl印ee Code：20082 Pa地上t（No，Da也）；Å押kcくNo，Dl也〉：US

5688484 971118 US681585 960729

CONTROLOF∈XHAUSTEはlS＄10NSFROはAHINTERNALCO≠¢UST10NENGIN亡．

Ⅰユ▼eユ也rさ：Å1魯Ⅹl皿derBrⅥCeD〈US）；B∽M旺上Ⅹ（US）；C且ybユ丑og¢rⅡ（US〉；HⅥ∬

GeorgそA〈VS）；Ⅹre也血er且i血肝dA〈VS）；ModicaFr乱Ⅰ止S〈US）
Å叫i印ee：A皿∝O

Corp． A881印eeCode：79752

Pl也nt〈No，Daね〉；A押址〈No，Dl也）：US多68756与 971118 tTS564479 951129

CATALYST FOR HYDROPROC∈SSING． ⅠユVe℡也Tl二 N名立aoklC址a10d ¢P）
Å軸l印モ¢：JaplユE皿er官y Co叩JP Å88igユee Code＝ a3303 P且blt（No，Dl托）；

Å押上e〈N〈l，Dab〉：US56さ6a74 971111US5215き1950830

ZEOL汀∈CATALYST W汀H CHROlllUllFOR THE PRODUCT10N OF GASOL川ES

WITH LOW AROllATIG CONT∈NT AI－O HIGH OCTANE NU叫B∈札 Ⅰェ▼eユtOrさ：

MぬelNelm〈Ⅴ均；モb血¢和丁血叩〉 ÅBli官lee：l弘也Ⅴ七甘SÅⅤ宅 Ås由印eeCode：

11044 P且也ユt（No，Dl也）；A‡lPh亡くNo，D且b〉：US568637〈I971111US与る97319Sll15

QUATERNA月Y SUB＄T汀UTED BLEACH ACTIVATORS． Ⅰェveユぬ柑：Bli止ely

GerlrdMlr代1Åhl〈GB〉；Bum与Mi血且elEⅦge皿8（US）；GⅦed止a Nou∫一Edd血eくGB〉；

技虻dyFTedeTi止Ed▼WdくGB）；弘也Ⅹ8血be〈US）；批ldモGT色盲Q巧Scot（US）；Si▼止

M∬上且ok丸くUS）；TaylorLllC山eFlor¢エCe〈US）；W出合yÅ111D且ddくUS）
A881印ee：

PTOCbr ＆ Gamble Co． A舶igユee Code：68128 Ⅰ，a也皿t（No，D且托〉；

A押出c（N〈〉，D且也〉：US568601与 9了11111JS298903 940さき1

HYDROCARBO11 CONVER引Oll PROC∈＄S∈S USING ZEOL一丁E SSZ」ト2．

ⅠユVe弘也T島：R．Å．（US）；Zole8S．Ⅰ．（US）A色亀i写皿eeこCbevTOIUSÅIl¢．A鵬l印e Code：

14764 P且托nt〈No，Da也）浅p中止c〈No，Da也〉：US5685973 971111US6与3094 960＄24

PRODUCT10110FB∈NZEN∈．TOLU∈NE，ANOXYLEH∈仲TX〉FRO〃FCCNAPHTHA．

Ⅰユ▼蝕br与：ÅngeⅥ皿e P址pJ（US〉；Ti皿上eユ Hye KyⅧg C（US） Å8飢印ee：

U血aさ81印¢dorAささl印edtoI皿血Ⅵdu山 Å色さl印eeCode：68000 P且也ntくNo，81托）；

Åpl山c（No，Dl也）：US56朗9T2 9711111JS5027a3 950714

HIGH STRENGTH，LOW PR∈SSURE DROP ADSOR¢ENT WHEEL・ Ⅰユ▼e皿也rB：

Beld血gW出ia皿A（US）；Dモ血a8Ma∫ePF〈VS）；Hol抑a皿Wi山且皿D（US）；MeDo皿dd

D乱Ⅵd A（US） A881印ee：La且0血eI血dllBtneSI瓜 A881印ee Code：36203

P且也ユt（No，Da也〉；Åpp止c〈No，Date〉：US6685897 971111US553969 951106

REFRIGERAT川G APPARATU8． Ⅰ瓜▼e皿brB：A皿O Yo8h辻aヱⅦ（JP〉；FⅦ】it且Ma上ob

（JP） A881印ee：打it且血Ltd．JI，
A8飢g皿ee Code：39224 Pate山（No．D且托）；

AI〉P止cくNo，Da也）：US5685163 971111tJS528037 950914

HETHOD FOR THE PREPARATION OF DIALKYL ETHERS． ⅠユVeユbr8：He左丁血

De皿lさ（US）；Ne皿9bo8SperoさPeter（US） As8i印ee：CもeⅡllCalResea∫血＆

uce皿飢叩Co． A881印ee Code：05084 Pate皿t〈No．Da托）；Åppbc〈No，Dab）＝US

5684213 971104 US621221 96032き
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PREPARAT10N OF川ETHYLISOBUTYL
KETONE． ⅠユVentO柑：C血eユPo・Yll〈TW）；

Cbu Sbiao・Ju皿g〈でW）；Lln W8払・CbylくTW）；W－ユKuo・Cbl皿g〈TW） A8さ1印ee：

Ⅰ皿du8trialTe血皿010官y ReBear血Ⅰ皿Btltu也 TW Aさ飢印ee Code：03801

Pate皿t（No，Date〉；ApI）1ie（No，D且te）：US5684207 971104 tJS683911960719

EPOXIDAT10N PROCESS． Inv¢ムtOrき：CroecoGuy L〈US）；Saxto皿Rob¢rtJ（US）；

Za】aeekJo血G（US） Asさl印ee：ÅTCOCもemlCalTecbllO10gyIユC・ A急8i印¢eCode：

20082 Pa也血t（No，Date〉；Åpplic（No，Date）：US岳684170 971104 US650230 960520

POWDERED CARPET CLEANIHG COllPOSIT10NS． InveユtOr8：Colu∫Cie皿0

Åェ血ew FJrくUS）；We皿erJ卓lm8M（US〉 Å88i印¢e：且e止itt＆Col皿札止Ⅰ皿C．

Å舶i印やe Code：35204 Pl也ユt〈No，Da也〉；Å押上e（No，Dlb〉：US5883976 971104

US59ね10 960207

COHPOSIT10N AND PRO〈；∈SS FOR 川lPROVING WAT∈R QUAL汀Y ANl】FUEL．

Ⅰユ▼eユbr8：Hig且TefuO（JP〉 Å88i印ee：Uユaささi印ed or A舶i印ed toIl心血dⅦd

Å8由印ee C〈〉de：68000 Pa也lt（No，D且b）；Åp沖e〈No，Da也〉：US5683951971104tJS
586236 9¢0111

B10STATl¢HEDIA FOI一人GTIV∈AGEl一丁S． Ⅰ皿Ven也rさ：Jo血さ0皿Rich肘d R〈US）

Å軸i印ee：U血且8さ1印8d oT A朋i印ed 也Il血巾dⅦd Åさ由印e¢ Cod七：68000

Pl也血tくNo，Dlb〉；Å押上cくNo．Da也〉：US568a707 971104 trS493584 950622

PROCESSFORTHEHANUFACTUR∈OFAヱEOL汀E． Ⅰ皿Ve皿br8：Bu止eユさP叫
Luc（BE）；Mlr也ユ且 Lue Roger Mlre 〈B苫〉；M且thylGeorge8Made K且relくBE）

Å軸i印¢8：ElXOIC血e血ic且1Pab正也Iユ¢．Å8血印ee Cod¢：14518 Pl也lt〈No，D乱也）；

Åp沖c〈No，Dl也〉：US588a673971104 US586842 96050ユ

¢OllPOS汀10NANDPRO〈；ESSFOR〈〉LEANSINGEXHAUSTGAS．Ⅰ皿VeユbT8：Hi官a

Temo〈JP〉 Å朋i印e¢：伽18由印edorÅささi印edtoIユ血d血山

＿Å舶i印e●Code：68000Pl也ユtくNo，D且也〉；App止¢〈No，D且也）：US588a666 9711〈14 US586234 960111

COHPOSlT10NANDPROCE＄SFOR D∈000RIZ州GANO【〉OR． Il▼eユbTさ：Hi官l

Temo〈JP〉Åささi印ee二U血a且さi印edorÅ8さi印edtoI止血▼idud Å朋i印eeCode：68000

Pl也皿t〈No，Da也〉；App払e（No，D且也〉：US56さ3664 971104 US与86235 960111

CONT州UOUS CATALYTIC R∈FORHIN¢ PRO¢ESS WITH DUAL ZOH∈S．

Ⅰユ▼e止血∫さ：H血五m且血皿Robl∋止S（US）；P且r上Joも皿Y G〈US）；瓦Ⅶさ8Mi血乱elBくUS）

A舶ig皿ee：UOP A8由官ユee Code：20295 Plね皿tくNo，Da也〉；A押払c（No，Dl也〉：US

5883573 971104 US¢B58与7 960422

ZEOL汀ESSヱJ4． Ⅰ皿Ve皿ね柑：N8止叩且WIYu皿i（VS） A8さi官ユeeこCbe▼TO皿USA

I皿¢． A881印ee Co血：147糾 Pa也払tくNo，D且地）；Al）P止cくNo，Dl也〉：US5683与72

971104 tJS70a556 960827

ACT】VATION OF AS－＄YIITH亡引Z∈D T一丁A一山Ull＿CONTAINING ZEOLITES．

ⅠユVe止血Tさ：Croce¢ GⅦy L（アユ）；S且Ⅹ也血 且obe九J（US）；Z由且CelJo血 G（US〉

A“i印ee：Å∫COC血e皿ie山Ted皿010宅yIユC Å阜8i官血e台Code：20082 Pa振乱t（No，Date〉；
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旭化成工業（株）

出光興産（株）

イハラケミカル（株）研究所

エヌ・イー ケムキャット（株）

奥多摩工業（株）

鹿島建設（株）技術研究所

川崎製鉄（株）技術研究所

（株）クボタ

（株）コスモ総合研究所

品川燃料（株）

昭和シェル石油（株）

触媒化成工業（株）

新東北化学工業（株）

新日本製鉄（株）

（株）ジャパン・エナジー

住友化学工業（株）

住友金属鉱山（株）中央研究所

セイコー産業（株）

ゼネラル石油（株）

武田薬品工業（株）生活環境事業部

千代田化工建設（株）

帝人（株）

東京ガス（株）

東ソー（株）東京研究センター

東ソー（株）ファインケミカル事業部

東燃（株）

東北電力（株）応用技術研究所

東洋シーシーアイ（株）

東レ（株）

特殊機化工業（株）

日揮（株）

日東化学工業（株）

日本化学工業（株）

日本ケッチェン（株）

日本鋼管（株）

日本酸素（株）

日本石油（株）

日本ビルダー（株）

日本ベル（株）

日本モービルカクリスト（株）

バイエル（株）

富士石油（株）

北陸電力（株）

丸善石油化学（株）

水澤化学工業（株）

三井化学（株）

三菱化学（株）

三菱重工業（株）長崎研究所

三菱石油（株）

ヤマホ工業（株）

ユニオン昭和（株）

ユニチカ（株）

ライオン（株）

－お知らせ－

1998年4月1日より，ゼオライト学会事務局が下記に移動します。

なお事務局への連終は，なるべくFaxまたはE－mailにてお願いします。

〒680－0945鳥取市湖山町南4－101

鳥取大学工学部物質工学科 丹羽研究室内

「ゼオライト学会事務局」（明記して下さい）

電話＆Fax：0857－3卜5256

E－mail：zeo＠chem．tottori－u．aC．jp
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編集後記

ゼオライト （48）

一時期“変わらなきゃ’’という言葉がはやったように記憶している。変わったためか変わらなかった

ためなのかわからないが，最近の金融不安の中で，私が長年利用してきたT銀行もとうとう破綻してし

まった。そのニュースが流れた日は，朝からその銀行の支店には長柁の列が出来ていた。幸い，大蔵省

の特別融資のおかげで，あわてることはなさそうで，はっとしているところである。最近，大学やその

周辺でも変革の話題が多い。省庁再編で文部省と科学技術庁が一緒になることは本決まりになったよう

だ。そのはかにも，産学共同研究の推進や大学教官の兼業規定の見直し，任期制の導入など，昔では想

像できなかった様なことが次々と起こっている。受け止め方によっては今までにないチャンスに巡り会

えるようにも思えるが，その一方で，おちおちしていられないという気もする。また，様々な業務が増

えで忙しくなる一方である。コンピュータやインターネットを活用して省力化をはかってはいるが，そ

れにも限界がある。変革の流れに有効に対応するためには，事務機構や事務手続きの簡素化を進めると

同時に，責任の分担をはっきりさせることや，既得権や慣習に甘んじないという気持ちも大切なのであ

ろう。次の世代が，今までとは更に違うやり方を始めれば，今やろうとしていることもいずれ時代遅れ

になってゆくのかもしれない。おちおちしていられないと思いつつも，良い目で見ればそれはど悪いこ

とでは無いのかも知れない。より良い時代になって行くように建設的な苦労をして行きたいと思うこの

ごろである。 （Y．N．）

「ゼオライト」
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幸（委員長 早大理工）

徳（触媒化成工業）

賢（日本石油）

賓（東大総合研究博物館）

也（東大大学院工）

騎（東大大学院理）

洋（住友化学工業）

敏（室蘭工大工）
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（東レ）

（千代田化工建設）

（東北大大学院理）

（東工大工）

（工技院物質研）

（エヌ・イーケムキャット）

（東ソー）

（早大理工）
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